
検索回復期リハビリテーション.net

「リハビリ」という言葉はよく耳にしますが、実際はどういうことをしていて、

どんな種類があるのでしょうか？ 知っているようで知られていない「回復期

リハビリテーション」についての情報や、ご家族のためにも知っておいて欲

しい内容などを、わかりやすく発信しています。

●脳疾患・骨折・関節手術の後には　●リハビリテーションについて

●回復期リハビリテーション病棟とは？

●病棟を選ぶポイント・病棟や環境のチェックポイントなど

●1日のタイムスケジュール例

スマホ版でも
見やすい！

わかりやすい！

回復期リハビリテーション .net　TOPイメージ

回復期リハビリテーション .net　各コンテンツ例
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いざという時に役に立つ
回復 期 リハビリテーション net

スマホ版は
　こちらから▶︎

いざという時に役に立つ
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具体
的な内容を紹介具体
的な内容を紹介

180日

3時間

5段階

1.5:1
91.4%

在宅復帰率

回復期のリハビリとは？24時間365日のメリットをご紹
介

向き合う、たくさんの職種をご紹
介

患者さまの不安や家族の悩み
と

具体的な数字を伝授します

今から知っておくと役に立つ

体験談を元にマンガで解説

突然、家族が脳梗塞で倒れたら
…

2022改訂版

特別
掲載 カマチグループ関東16院

“今”知っておきたい！“今”知っておきたい！

“
今
”
知
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て
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き
た
い
！

い
ざ
と
い
う
時
に
役
に
立
つ
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

とも
に治療に取り組むとも
に治療に取り組む

数字
で見る

リハビリ情報数字
で見る

リハビリ情報

マン
ガでわかりやすいマン
ガでわかりやすい
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「回復期リハビリテーション」という言葉を聞いたことはありますか？ 

多くの方は、「リハビリ」という言葉はご存知でも
「回復期」のリハビリが何か、まだあまり知られていないと思います。

脳血管疾患や大腿骨骨折などの急性期治療が終わった後、
そのままでは自宅に戻ることが難しい方々に対するリハビリの必要性が

大きな注目を浴びています。

急性期病院を退院したらどうすればいいのか、
どんな機関で診てもらえるのかを知っていただきたく、この本を作成いたしました。

この1冊が1人でも多くの方に、
回復期リハビリテーションとは何かを知っていただき、

自分らしい生活を取り戻すための一助となれば幸いです。

「いざという時に役に立つ回復期リハビリテーション」制作委員会

はじめに

カマチグループ　理念

手には技術、頭には知識、患者さまには愛を
カマチグループの紹介

昭和49 年、現グループCEO蒲池眞澄が山口県下関市に19 床の下関カマチ医院を開院。昭和53 年に特定医療法人

財団 池友会を創設。以後昭和56 年開設の小文字病院（現新小文字病院）を皮切りに高度急性期医療を提供する和

白病院（現・福岡和白病院）、新行橋病院、福岡新水巻病院を次々に開設。救急患者の「タライ回し」をなくす為

「絶対に断らない病院」をモットーに福岡市・北九州市・下関市で救急医療の構築に貢献してきた。回復期リハビ

リテーション医療の領域では前・下関カマチ医院を下関リハビリテーション病院として生まれ変わらせ、平成15

年には福岡市東区の病院を買収し香椎丘リハビリテーション病院を設立しその拡大を図る。

関東に於いては平成18年に関東第一号病院となる八千代リハビリテーション病院を開設。その後関東一円に１年

に１病院のペースで回復期リハビリテーション病院を立て続けに新規開設し、現在回復期リハ14 病院、回復期病

棟を有する急性期6 病院、急性期4 病院を運営している。

グループ全体としては現在、「社会医療法人財団 池友会」、「一般社団法人 巨樹の会」、「社会医療法人社団 埼玉巨樹

の会」、「社会医療法人社団 東京巨樹の会」、「医療法人社団 神奈川巨樹の会」、「学校法人 巨樹の会」の6 法人を柱と

して、病院（急性期・回復期）25 施設、診療所２施設、大学1 施設、専門学校７施設、助産院１施設を運営する巨

大組織として医療現場の最前線を突き進んでいる。

CONTENTS

4 ・・・・・・・・ 巻頭漫画「突然の脳卒中から自宅生活を送るまで」

16 ・・・・・・・・ 回復期リハビリテーションの基本

16・・・ 基本① リハビリテーションについて

18・・・ 基本② 回復期リハビリテーション病棟とは？

20・・・ 基本③ カマチグループ巨樹の会　回復期リハビリテーション病棟の特徴

24・・・ カマチグループ巨樹の会　リハビリテーション設備

28 ・・・・・・・・ 覚えておきたい！「回復期の大事な数字」

30 ・・・・・・・・ 具体的なリハビリテーション内容

31・・・ 言語聴覚療法編

32・・・ 理学療法編

34・・・ 作業療法編

36・・・ 看護・介護編

38・・・ 回復期リハビリテーション実際のタイムスケジュール

40 ・・・・・・・・ 患者さまと、その家族を支える「スタッフ紹介」

40・・・ 医師

41・・・ 理学療法士／作業療法士

42・・・ 言語聴覚士／医療ソーシャルワーカー

43・・・ 看護師／看護補助者

44・・・ 管理栄養士／薬剤師

45 ・・・・・・・・ 入退院に関する　Q＆A

48 ・・・・・・・・ リアルなお気持ちをお聞きしました 「利用者の声」

50 ・・・・・・・・ 病院紹介 関東地域16 院

68 ・・・・・・・・ グループ病院紹介

カマチグループ　関東本部

〒150-0036　東京都渋谷区南平台2-17　日交渋谷南平台ビル7F
TEL：03-6277-5939

株式会社ギミック　ドクターズ・ファイル編集部制
　
作

発
　
行

“今”知っておきたい！

いざという時に役に立つ回復期リハビリテーション

〒140-8522 東京都品川区東大井6-3-22
kantou-honbu@kyojunokai.jp
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回復期リハビリテーションってなあに？

「突然の脳卒中から自宅生活を送るまで 」
巻 頭
漫 画

対象疾患 入院期間

脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血のシャン
ト術後、脳腫瘍、脳炎、急性脳症、脊髄炎、多発性神経炎、
多発性硬化症、腕神経叢損傷（わんしんけいそうそんしょ
う）等の発症後もしくは手術後、または義肢装着訓練を要
する状態

150日

高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重度の頸髄損傷
および頭部外傷を含む多部位外傷 180日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節もしくは膝関節の骨折、また
は2肢以上の多発骨折の発症後、または手術後の状態 90日

外科手術または肺炎などの治療時の安静により廃用症候群
を有しており、手術後または発症後 90日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節または膝関節の神経、筋また
は靭帯損傷後の状態 60日

股関節または膝関節の置換術後の状態 90日

急性心筋梗塞、狭心症発作その他急性発症した心大血管疾
患または手術後の状態 90日

◆回復期リハの対象疾患と入院期間◆
（厚生労働省が定める回復期リハビリテーション病棟入院基準）
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医療ソーシャルワーカー

言語聴覚士（ST）
作業療法士（OT）

理学療法士（PT）

医師

看護補助者

看護師
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！
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理学療法士（PT）看護師
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22

消
灯

212019

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

18

夕
食

1716

入
浴

15

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
面
談

14

リ
ハ
ビ
リ
訓
練

1312

昼
食

言
語
聴
覚
士
を
中
心
に
食
事
評
価

11

体
操

10９

リ
ハ
ビ
リ
訓
練

８

朝
食
（
食
事
動
作
・
口
腔
ケ
ア
）

７

身
じ
た
く

６

起
床

時
間

行
動

◆脳梗塞の場合の 1 日のタイムスケジュール例◆

動作・自立に向け、
スタッフと一緒に

個別リハビリ
の間に実施

スタッフと一緒に目標に
合わせた訓練を実施
例：立位・歩行訓練

スタッフと一緒に目標に
合わせた訓練を実施
例：炊事・洗濯・掃除
などの応用動作訓練

患者さまの状
態に合わせて

自助具、福祉用具
を用いた個別介入 足湯・映画鑑賞など
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言語聴覚士（ST）作業療法士（OT）

①起き上がり・立ち上がり

③歩行訓練

②筋トレ
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今
は
支
え
が
あ
れ
ば

歩
け
て
い
ま
す

焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

言
葉
も
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
し
…

ご
希
望
の

目
標
に
向
か
っ
て

一
緒
に
進
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う

退
院
後
の
生
活
を

支
え
る
サ
ー
ビ
ス
も

色
々
あ
り
ま
す

そ
れ
に

応
援
し
て
る
の
は

私
た
ち
だ
け
じ
ゃ

な
い
で
す
よ

お
ば
あ

ち
ゃ
ー
ん

こ
ら
こ
ら

走
ら
な
い

具
合
は

ど
う
？

も
う
歩
け
る
よ
う
に

な
っ
た
ん
だ
っ
て
？

良
く
な
っ
て
る
じ
ゃ

な
い
か
！

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

今が
ん
ば
っ
て
る
の
よ

ぼ
く

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

元
気
に
な
る
の
を

待
っ
て
る
よ

そ
し
た
ら
ま
た

旅
行
に
行
こ
う
ね

す
ご
ー
い
!!

幸
恵
は

一
人
じ
ゃ
な
い

医療ソーシャルワーカー

A4 右綴じ 210mm×297mm　P8
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ど
ん
な
時
も

み
ん
な
が

応
援
し
て

く
れ
る

そ
の
後

リ
ハ
ビ
リ
の
甲
斐
あ
っ
て

症
状
が
み
る
み
る
改
善

退
院
後
を
想
定
し
た

生
活
訓
練
を
開
始

医
師
の
診
察
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

料
理
の
片
付
け

が
ん
ば
ら

な
い
と
…

布
団
し
き
、
た
た
み

片
付
け
の
訓
練

だ
い
ぶ 

ひ
と
り
で

出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ね
！

あ
と
も
う
す
こ
し
で

退
院
で
す
ね
！

A4 右綴じ 210mm×297mm　P9

倒
れ
た
時
は

ど
う
な
る
か
と

思
っ
た
け
ど
…

み
ん
な
の
お
か
げ
で

こ
こ
ま
で
回
復
す
る

こ
と
が
出
来
た
わ

退
院
後
は

大
丈
夫
な
の
？

手
す
り
が
必
要
で
す
ね

介
護
保
険
で

調
整
で
き
ま
す
よこ

こ
の
段
差
を

想
定
し
た

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

退
院
前
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

調
整
し
て
く
れ
て

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

病
院
の

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が

自
宅
に
来
て
い
ろ
い
ろ

ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
ん
だ

へ
え

そ
れ
な
ら

安
心
だ
ね

お
ば
あ
ち
ゃ
ー
ん

上
見
て

A4 右綴じ 210mm×297mm　P10
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み
ん
な
で

写
真
撮
ろ
う
！

A4 右綴じ 210mm×297mm　P11

意外と知られていない

回復期リハビリテーション病棟は急性期治療後のリハビリを主に行う病棟ですが、
誰でも入れるわけではなく、定められた条件に合う患者さまが入院可能。

しかし、実はこのルールはあまり知られていません。
この大事な期間を逃さないよう、回復期リハビリテーションの基本を押さえておきましょう！

回復期リハビリテーション

目的

対象

内容

「リハビリテーション」全体の目的は、治療後の社会復帰、生活の向上です。回復期リハ
ビリテーションは、社会復帰の大きなターニングポイントとなる急性期治療後に行うリ
ハビリ。心身ともに「最もリハビリに適した期間」である回復期に効果的なリハビリを行
うのが重要です。リハビリのゴールは人それぞれで、年齢や生活環境、ご家族や周囲の
状況により異ります。そのためカマチグループではご家族を交えた面談を入院前はもち
ろん入院中にも丁寧に行い、一人一人にカスタマイズしたリハビリを進めていきます。

リハビリ内容は疾患や状態、リハビリのめざすゴール
に合わせてプログラムが組まれます。大きく分けると、
理学療法（筋力トレーニング、関節可動域訓練、歩行
訓練）、作業療法（作業活動訓練、日常生活動作訓練）、
言語聴覚療法（嚥下訓練、言語訓練、高次脳機能訓
練）があります。これらの訓練は1日最大9単位＝
3時間（１単位＝20分）が認められています。また、カ
マチグループではこれらの訓練だけでなく入院中の生
活すべてをリハビリととらえ、24時間ケア、サポートを
行う体制を整えています。

回復期リハビリテーション病棟
の入院対象かどうかは、疾患に
より定められており、疾患に
よって最大入院期間が決まって
います。右の表の通り、例えば
脊髄損傷の場合は入院期間は
最大150日ですが、骨折の場合
は最大90日と大きな開きがあ
ります。
※2020年4月より、発症から転
院までの期間の定めが廃止さ
れました

次のページから「回復期リハビリテーション」を詳しくご説明します！

00

対象疾患 入院期間

脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血のシャント術後、脳腫瘍、脳 
炎、急性脳症、脊髄炎、多発性神経炎、多発性硬化症、腕神
経叢損傷（わんしんけいそうそんしょう）等の発症後もしくは
手術後、又は義肢装着訓練を要する状態

150日

高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重度の頸髄損傷お
よび頭部外傷を含む多部位外傷 180日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節もしくは膝関節の骨折、又は 2 肢以
上の多発骨折の発症後、又は手術後の状態 90日

外科手術又は肺炎などの治療時の安静により廃用症候群を有し
ており、手術後又は発症後 90日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節又は膝関節の神経、筋又は靭帯
損傷後の状態 60日

股関節又は膝関節の置換術後の状態 90日

急性心筋梗塞、狭心症発作その他急性発症した心大血管疾患
または手術後の状態 90日

15 14
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リハビリテーションについて

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
は
？

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
疾
患

が
発
症
し
、
治
療
を
受
け
た
後
、
社
会

復
帰
の
た
め
に
行
う
訓
練
を
総
称
し
て
、

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
リ
ハ
ビ
リ
）」

と
い
い
ま
す
。
ラ
テ
ン
語
の「
r
e（
再

び
）–

h
a
b
i
r
i
s（
適
し
た
）」と
い

う
言
葉
を
語
源
と
し
、本
来
あ
る
べ
き
状

態
へ
の
回
復
を
め
ざ
し
ま
す
。

「回復期リハビリテーション」という言葉を聞き慣れない人もいると思いますが、「リハビリテー
ション」は耳にしたことがあるはず。どんなものを思い浮かべますか？　まずはリハビリテー
ションとは何か、何のために行うのかを説明します。

※脳卒中の場合の回復段階。回復段階により、携わる施設が異なります

急性期
症状・徴候の発症が急激で、生命の
危機状態にあるなど、全身管理を必
要とする時期。急性期病院（救急病院
や大学病院など）で治療を行います。

回復期
生命の危機状態から脱し、症状が安
定に向かっている時期。回復能力が
高いこの時期に集中的なリハビリを
行うことで、より大きな成果を得る
ことが可能です。

維持期
機能障害の症状が安定し、家庭生活
や社会生活を維持・継続している時
期。健康管理や自立生活の支援、介
護の負担を軽くするため、地域ごと
に在宅や施設にていろいろなサービ
スが提供されます。

脳卒中を発症した場合の回復段階イメージ

急性期 回復期 維持期

「
回
復
期
」と
は
？

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
は
、回
復

の
経
過
に
よ
っ
て
3
段
階
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
治
療
後
す
ぐ
の「
急
性

期
」、
急
性
期
後
生
命
の
危
機
を
脱
し
た

「
回
復
期
」、自
宅
な
ど
退
院
し
て
か
ら
の

「
維
持
期
」。リ
ハ
ビ
リ
は
段
階
に
よ
っ
て

適
し
た
訓
練
を
す
る
こ
と
で
最
大
限
の

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

そ
の
名
の
と
お
り
回
復
期
に
行
う
リ
ハ

ビ
リ
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。回
復
期
だ
か

ら
こ
そ
や
る
べ
き
リ
ハ
ビ
リ
を
確
実
に

行
う
こ
と
で
、
自
宅
で
の
生
活
、
職
場
へ

の
復
帰
、社
会
活
動
を
以
前
の
よ
う
に
行

え
る
状
態
を
め
ざ
し
ま
す
。

回復期リハビリテーションの
基本①

身
体
状
態
レ
ベ
ル

時間

施　設 特　徴 入院期間 リハビリ時間

一般的な整形外科のほか、リハビリに特化した
クリニックなど施設はさまざま。突発的なけが
や慢性的な症状・障害に対して、通院形式でリ
ハビリテーションを行う。

入院なし 1回平均目安
約20〜40分

主に一命を取り留めた後、後遺症を軽減するこ
と、また安静による筋力低下、心肺機能低下な
ど廃用症候群を防ぐことを目的としたリハビリ
が中心となってくる。

場合により
異なる

1日平均約
20〜40分
※「午前のみ」

「土日祝日休み」
という場合が多い

退院後の生活を想定した集中的なリハビリプロ
グラムによって、より良い社会復帰・在宅復帰
をめざす。1日のリハビリ時間や入院期間も長
く、リハビリ専任のスタッフが充実しているた
め、手厚いサポートが受けられる。ただし、入
院できる疾患・期間は、厚生労働省によって定
められている。

〜180日
1日最大3時間

※土日祝も
リハビリがある
場合がほとんど

な
ぜ
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
か
？

　

回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
が
重
要
視
さ
れ

る
の
は
、心
身
と
も
に
最
も
リ
ハ
ビ
リ
に

適
し
た
時
期
と
い
え
る
か
ら
で
す
。急
性

期
治
療
を
終
え
た
後
の
回
復
期
を
無
為

に
過
ご
す
と
、十
分
な
回
復
が
で
き
ず
そ

の
後
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
脳
卒
中
で
倒
れ
た
場
合
、
回

復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
で
は
手
足
の
動
作
や

歩
行
訓
練
、
言
語
・
嚥
下
の
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
を
せ
ず
に
時
間
が

経
過
す
る
と
、自
力
で
歩
く
こ
と
が
で
き

な
い
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
飲
み
込
み

が
う
ま
く
で
き
な
い
…
…
な
ど
、発
症
以

前
の
日
常
生
活
と
は
か
け
離
れ
た
生
活

を
送
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

「
命
を
救
う
」こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る

急
性
期
病
院
で
の
入
院
は
症
状
が
安
定

す
る
ま
で
の
期
間
に
限
ら
れ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

病
棟
で
は
入
院
期
間
は
最
大
1
8
0 

日

（
疾
患
に
よ
り
異
な
る
）と
、
長
期
入
院

で
の
治
療
が
可
能
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、発
症
か
ら
時
間
が
経
過
し

て
も
、リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
す
る
こ
と
自
体

は
可
能
で
す
。し
か
し
時
間
の
経
過
に
従

い
筋
力
の
衰
え
は
進
み
、気
持
ち
の
面
で

回
復
期
で
行
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

　

実
際
に
回
復
期
で
行
う
リ
ハ
ビ
リ
は
、

疾
患
の
種
類
や
状
態
な
ど
、各
患
者
さ
ま

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
の
大
き

な
目
的
は「
元
の
生
活
に
戻
る
」で
す
が
、

「
元
の
生
活
」は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
た
め
、

細
か
な
目
的
も
違
っ
て
き
ま
す
。

　

力
仕
事
を
主
に
し
て
い
た
人
が
重
篤

な
脳
卒
中
に
な
っ
た
場
合
、「
社
会
復
帰
」

を
目
標
に
し
て
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
仕

事
に
戻
る
こ
と
は
、し
っ
か
り
リ
ハ
ビ
リ

を
し
た
と
し
て
も
難
し
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
は
、仕
事
の
内
容
を
変

え
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
職
場
に
復
帰

す
る
こ
と
を
目
標
に
す
れ
ば
、す
っ
か
り

元
通
り
と
は
い
か
な
い
も
の
の
、「
社
会

復
帰
」を
果
た
す
こ
と
は
十
分
に
可
能
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、回
復
期
で
は
各
患
者

さ
ま
に
適
し
た
目
標
に
合
わ
せ
た
リ
ハ

ビ
リ
を
行
い
ま
す
。

も
リ
ハ
ビ
リ
に
向
か
い
に
く
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
よ
り
発
症
か
ら
の
転
院

期
間
の
定
め
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、リ

ハ
ビ
リ
効
果
が
出
や
す
い
回
復
期
段
階

の
入
院
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。詳
細
は
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

急性期病院

クリニック

リハビリ

回復期リハビリ
テーション病院

それぞれの施設で行われるリハビリテーションの特徴

■■ 自立した生活が送れる状態　　■■ 介護や介助が必要な状態

発 症
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回復期リハビリテーション病棟とは？
「回復期リハビリテーション病棟」を適切に利用するために、利用対象者の条件や、「回復期」な

らではの特徴を知っておきましょう。また、実際にどんなスタッフが関わっているのかについ
てもご紹介します。

◀︎ 厚生労働省により、左のように定められ
ています。定義上の疾患の患者さまが回復
期リハビリの対象者です。疾患により入院
期間が異なります

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
と
は
？

　

前
項
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、脳
血
管
障

害
や
骨
折
の
手
術
な
ど
の
た
め
急
性
期

で
治
療
を
受
け
て
、病
状
が
安
定
し
始
め

る
頃
、発
症
か
ら
1
～
2
カ
月
後
の
状
態

を「
回
復
期
」と
い
い
ま
す
。 

こ
の
回
復

期
と
い
わ
れ
る
時
期
に
集
中
的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
こ
と
で
低

下
し
た
能
力
を
再
び
獲
得
す
る
た
め
の

病
棟
を
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
と
い
い
ま
す
。 

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

で
は
対
象
の
患
者
さ
ま
に
対
し
て
、機
能

の
回
復
や
日
常
生
活
で
必
要
な
動
作
の

改
善
を
図
り
、寝
た
き
り
防
止
と
社
会
や

家
庭
へ
の
復
帰
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
の
疾
患
の
内
容
や
、現
在
の

状
態
を
考
慮
し
、一
人
ひ
と
り
に
適
切
な

内
容
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
組
ま
れ
ま
す
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
基
づ
き
、
医
師
、
看
護
師
、
看
護
補
助

者
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

薬
剤
師
、管
理
栄
養
士
等
が
共
同
で
集
中

的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

対象疾患 入院期間

脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血のシャン
ト術後、脳腫瘍、脳炎、急性脳症、脊髄炎、多発性神経炎、
多発性硬化症、腕神経叢損傷（わんしんけいそうそんしょう）
等の発症後もしくは手術後、または義肢装着訓練を要する
状態

150日

高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重度の頸髄損傷
および頭部外傷を含む多部位外傷の場合 180日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節もしくは膝関節の骨折、また
は2肢以上の多発骨折の発症後、または手術後の状態 90日

外科手術または肺炎などの治療時の安静により廃用症候群
を有しており、手術後または発症後の状態 90日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節または膝関節の神経、筋また
は靭帯損傷後の状態 60日

股関節または膝関節の置換術後の状態 90日

急性心筋梗塞、狭心症発作その他急性発症した心大血管疾
患または手術後の状態 90日

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
に
入
院
で
き
る
対
象

　

厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
、
入
院
対
象
者

は
左
表
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
疾

患
に
よ
り
入
院
期
間
が
異
な
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
の
疾
患
が
ど
こ
に
該
当
す
る

か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

厚生労働省が定める
回復期リハビリテーション病棟入院基準

回復期リハビリテーションの
基本②入

院
期
間
と
手
続
き
に
つ
い
て

　

前
表
の
通
り
、対
象
疾
患
ご
と
に
入
院

期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
脳

血
管
疾
患
や
頸
髄
損
傷
な
ど
は
、最
大
入

院
期
間
1
8
0
日
。
大
腿
骨
や
骨
盤
な

ど
の
骨
折
は
、最
大
90
日
の
入
院
期
間
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
に
は
、

治
療
・
手
術
を
受
け
た
急
性
期
病
院
か
ら

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
に
診
療
情
報
提

供
書
を
送
っ
て
も
ら
い
、入
院
の
可
否
が

決
定
し
ま
す
。ま
ず
は
入
院
先
の
看
護
師

ま
た
は
、連
携
室
や
連
携
担
当
者
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

入
院
中
に
つ
い
て

急性期病院自宅など

在　宅

医療介護施設

床
時
か
ら
就
寝
時
ま
で
の
間
、食
事
や

着
替
え
、
歯
磨
き
や
整
容
、
排
泄
な
ど

日
常
的
な
動
作
も
含
め
た
生
活
そ
の

も
の
を
リ
ハ
ビ
リ
と
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。特
に
夜
間
の
排
泄
時
の
補
助

な
ど
、
24
時
間
、
手
厚
い
看
護
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

他
に
も
安
心
し
て
ご
自
宅
に
帰
れ

る
よ
う
、退
院
前
に
患
者
さ
ま
と
一
緒

に
ご
自
宅
に
伺
い
、
家
庭
内
の
改
修
・

福
祉
用
具
導
入
の
確
認
・
検
討
や
自
宅

の
段
差
な
ど
に
合
わ
せ
て
強
化
し
た

い
訓
練
の
見
極
め
を
行
う
家
屋
調
査
、

退
院
後
に
使
え
る
介
護
保
険
申
請
の

お
手
伝
い
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
調
整

な
ど
、在
宅
へ
の
復
帰
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

入
　
院

チ
ー
ム
面
談

入
院
後

治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
開
始

定
期
的
に
面
談
を

実
施

退
院
に
向
け
て
の

環
境
調
整
と
整
備

退
　
院

入院から退院までの流れ

リハビリ

回復期リハビリテーション病院

入院までの流れ

急性期病院からの紹介
医師または医療相談員から医療連
携室まで電話連絡をいただき、そ
の後情報（診療情報提供書、処方
内容、検査データ・ＡＤＬ表など）
をＦＡＸ等にてお送りいただきま
す。回復期リハビリテーション病
棟への入院対象であるか、症状や
リハビリテーションの必要性を医
学的に検討して、入院の可否を決
定します。

ご家族の入院前見学・面談
入院前に見学と面談が可能です。
長期入院になることが多いので、
どんな病院かきちんと把握してお
くことが大事です。お越しいただ
くことが難しい際には、お電話で
の対応も可能です。

入院の決定連絡
入院決定のお知らせ、入院日の調整

入　院

発 症

　

厚
生
労
働
省
に
よ
り
、リ
ハ
ビ
リ
を
行

う
時
間
は
１
日
最
大
９
単
位
＝
３
時
間

（
１
単
位
＝
20
分
）ま
で
と
長
時
間
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。患
者
さ
ま
の
体
へ
の
負

担
を
考
慮
し
な
が
ら
、長
時
間
リ
ハ
ビ
リ

を
続
け
る
の
が
難
し
い
状
態
の
と
き
は

1
回
の
リ
ハ
ビ
リ
時
間
を
20
分
や
40
分

と
短
く
し
て
数
回
に
分
け
、長
時
間
頑
張

れ
そ
う
な
と
き
に
は
、60
分
を
3
回
行
う

な
ど
組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

入
院
型
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、３

時
間
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
だ
け
で
な
く
、起
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ひとくちに「回復期リハビリテーション病棟」といっても、施設によって受けられるリハビリや
サービスは異なります。一人ひとりの患者さまが適したケアを受けられる施設を選ぶためのポ
イントやカマチグループの取り組みと特徴をご紹介します。

「
カ
マ
チ
グ
ル
ー
プ
」リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の
特
徴

　

カ
マ
チ
グ
ル
ー
プ
で
は
、よ
り
患
者
さ

ま
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
く
、回
復
効
果

が
高
い
病
棟
で
あ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」と
ひ

と
く
ち
に
い
っ
て
も
、実
は
看
護
師
や
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
、1
日
に
受
け

ら
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
の
単
位
数
・
種
類
、
重

症
患
者
の
割
合
な
ど
に
よ
っ
て
、5
段
階

の
病
棟
基
準
に
分
け
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
性

質
が
異
な
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
定
め
る
最
も
高
い
病

棟
基
準
と
な
る「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１（
以
降
・
回
復
期

１
）」で
は
、
常
勤
の
専
任
管
理
栄
養
士

の
配
属
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、休

日
の
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
病
棟
を
選
ぶ
上

で
は
、
急
性
期
の
治
療
後
、
な
る
べ
く
早

い
段
階
で
の
受
け
入
れ
が
可
能
か
ど
う

か
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

カ
マ
チ
グ
ル
ー
プ
で
は
、す
べ
て
の
病

棟
で
回
復
期
１
を
取
得
し
て
お
り
、こ
れ

は
よ
り
質
の
高
い
医
療
と
ケ
ア
を
、患
者

さ
ま
と
そ
の
ご
家
族
に
提
供
し
て
い
る

と
い
う
評
価
で
す
。

　

例
え
ば
入
院
環
境
を
見
る
上
で
一
つ

回復期リハビリテーションの
基本③

カマチグループ 巨樹の会

リハビリテーション病棟の特徴

施
設
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が「
在
宅

復
帰
率
」。入
院
し
た
人
数
を
総
数
と
し
、

自
宅
や
居
宅
施
設
な
ど
に
退
院
さ
れ
た

人
の
割
合
を
さ
し
ま
す
。

　

回
復
期
１
の
定
義
で
は
在
宅
復
帰
率

は
70
％
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

カ
マ
チ
グ
ル
ー
プ
で
は
全
病
棟
85
％
以

上
の
患
者
さ
ま
が
在
宅
に
復
帰
し
て
い

ま
す
。基
準
値
を
上
回
っ
て
い
る
と
い
う

点
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
が
よ
り
大
き

く
表
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

生
活
す
べ
て
が
リ
ハ
ビ
リ

　

厚
生
労
働
省
が
定
め
る「
病
棟
基
準
」

は
6
段
階
あ
り
、中
で
も「
回
復
期
１
」に

あ
た
る
病
棟
は
、ス
タ
ッ
フ
の
数
や
リ
ハ

病棟基準は？

リハビリスタッフは十分いるか？

疾患に合ったリハビリが受けられるか？

院内の雰囲気は？

車いすでも楽に移動できるか？

家族が見舞いに来やすい場所にあるか？

リハビリ以外の時間はどう過ごす？

入院中はどんな生活リズムか？

在宅復帰率は？

病棟選びでおさえておきたい
チェックリスト

休日対応は可能か？

ま
た
病
床
数
や
患
者
さ
ま
と
ス
タ
ッ
フ

の
割
合
な
ど
か
ら
も
、入
院
中
の
充
実
度

と
、リ
ハ
ビ
リ
効
果
の
高
さ
が
表
れ
て
い

ま
す
。

復
を
め
ざ
す
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で
は
、1
日

最
大
3
時
間
ま
で
の
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
限
ら
ず
、入
院
生
活
す
べ
て
が
リ

ハ
ビ
リ
の
一
環
と
い
え
ま
す
。
例
え
ば
、

着
替
え
、
ト
イ
レ
、
食
事
、
廊
下
を
歩
い

た
り
、お
風
呂
に
入
っ
た
り
す
る
こ
と
も

リ
ハ
ビ
リ
と
い
え
る
の
で
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
時
間

は
寝
た
き
り
と
い
う
生
活
を
し
て
い
て

は
、
退
院
後
に
、
生
活
を
送
る
上
で
支
障

が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、カ

マ
チ
グ
ル
ー
プ
の
病
棟
で
は
、
朝
起
き
、

昼
活
動
し
、夜
寝
る
と
い
う
規
則
正
し
い

生
活（
P
36　

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
参

照
）を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
工
夫
と
し
て
、夕
食
後
か
ら
就
寝

ま
で
の
間
に
イ
ブ
ニ
ン
グ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
時
間
を
設
け
て
い
る

の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

ビ
リ
の
面
で
見
れ
ば
、ほ
か
の
基
準
よ
り

も
充
実
し
て
い
ま
す（
参
照
・
右
表
）。
た

だ
、「
回
復
期
１
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
い

い
」と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患

者
さ
ま
の
疾
患
に
よ
り
、必
要
な
リ
ハ
ビ

リ
が
受
け
ら
れ
る
環
境
か
、病
室
や
院
内

の
雰
囲
気
は
ど
う
か
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

点
に
注
目
し
て
か
ら
、主
治
医
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。貴
重
な
回
復
期
の
時
間
を

過
ご
す
か
ら
こ
そ
、病
棟
選
び
は
慎
重
に

し
た
い
も
の
で
す
。

　

他
に
も
杖
や
靴
な
ど
、福
祉
用
具
の
選

択
の
幅
が
あ
る
と
、よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
充

実
し
た
訓
練
が
可
能
で
す
。歯
科
診
療
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、歯
周
病

治
療
や
入
れ
歯
な
ど
の
調
整
も
院
内
で

可
能
。こ
の
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
以
外

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
な
ど
も
確
認

す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

リ
ハ
ビ
リ
の
種
類
や
ス
タ
ッ
フ
の
人

数
、
リ
ハ
ビ
リ
時
間（
実
施
単
位
数
）・
在

宅
へ
の
復
帰
率
、
休
日
の
対
応
、
リ
ハ
ビ

リ
以
外
の
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か
な
ど

は
、
早
期
退
院
・
在
宅
復
帰
の
施
設
選
び

の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

※令和３年度の実績です

カマチグループでは全施設で高
い水準の「回復期入院料1」の認定
を受けています。

夕食後、就寝までの時間が崩れないよう、ベッ
ドの外で過ごす時間を設けることで、朝まで
しっかりと睡眠をとっていただいています

　

日
常
生
活
動
作（
A
D
L
）全
体
の
回

※1：入院料5については、届出から2年間に限り届け出ることができる。

入院料1 入院料2 入院料3 入院料4 入院料5（※1）

医師 専任常勤１名以上

看護職員 13対１以上（7割以上が看護師） 15対１以上（4割以上が看護師）

看護補助者 30対１以上

リハビリ専門職 専従常勤のPT3名以上、
OT2名以上、ST1名以上 専従常勤のPT2名以上、OT1名以上

社会福祉士 専任常勤1名以上 ー

管理栄養士 専任常勤1名 専任常勤１名の配置が望ましい

第三者評価 受けていることが望ましい ー 受けていることが望ましい ー ー

リハビリテーション実績指数等の院内掲示等による公開 ○

データ提出加算の届出 ○ ○

休日のリハビリ ○ ー

「重症者」の割合
（日常生活機能評価10点以上・入院時FIM55点以下） 4割以上 3割以上 ー

重症者における日常生活機能評価 3割以上が4点以上改善 3割以上が3点以上改善 ー

在宅復帰率 7割以上 ー

実績指数 40以上 ー 35以上 ー ー

点数
（生活療養を受ける場合） 2,129点（2,115点） 2,066点（2,051点） 1,899点（1,884点） 1,841点（1,827点） 1,678点（1,664点）

回復期リハビリテーション病棟基準とカマチグループの実績

在宅復帰率：91.4％（全国平均：78.6％）、平均在院日数：71.7％（全国平均：67.5％）
重症患者率（B項目／日常生活機能評価）：45.3％（基準：30％以上）
改善率：68.0％（基準：30％以上）、リハ単位数：8.0単位／日（最大9単位）
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カ
マ
チ
グ
ル
ー
プ
の

チ
ー
ム
医
療

　

当
グ
ル
ー
プ
で
は
、
各
病
棟
に
お
い

て
9
職
種
が
患
者
さ
ま
と
ご
家
族
を

支
え
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
み
な
ら

ず
、
入
退
院
の
相
談
や
、
退
院
後
の
生

活
ア
ド
バ
イ
ス
ま
で
、
幅
広
く
ケ
ア
し

て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
快
適
な
日
常
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
医
師
、
看
護
師
を
は
じ

め
、
各
分
野
の
専
門
家
が
チ
ー
ム
と
な

り
、
医
療
・
看
護
を
行
い
、
後
遺
症
の

回
復
や
日
常
動
作
の
改
善
・
向
上
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
計
画
を

立
て
、専
任
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。入
院
中
の

み
な
ら
ず
、各
種
手
続
き
や
情
報
提
供

な
ど
、
退
院
し
社
会
や
家
庭
に
復
帰

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
環
境
も

整
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
入
院
時
の
面
談
以
外
に
、
月
に

一
度
、
患
者
さ
ま
と
ご
家
族
、
ス
タ
ッ

フ（
医
師
、
看
護
師
、
療
法
士
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
）が
集
ま
っ

て
面
談
を
行
い
、
進
み
具
合
や
方
向

性
、
目
標
の
確
認
を
し
、
在
宅
へ
の

復
帰
に
向
け
て
話
し
合
い
の
面
談
を

行
っ
て
い
る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

患者さまと家族を支える職種

１ 面談時に医師や療法士が患者さまとご家族に対し、治療
計画や状態をしっかりと説明します　２ スタッフ間でのカ
ンファレンスを密に行い、患者さまを全員で支えます

1

2

医　師

高血圧・心不全・認知症など、
さまざまな危険因子をお持ち
の患者さまを、安全にリハビ
リテーションが行えるように
体調管理。入院中に症状や容
体が変化した場合や手術が必
要になったときは、迅速にほ
かの科の医師や連携先の急性
期病院へ紹介します。

看護師

「日々の入院生活もリハビリ
訓練の一環」とする回復期リ
ハビリテーションの特性上、
患者さまが自力で日常生活を
行えるよう介助し、心のケア
をすることも看護師の役割で
す。 患 者 さ ま の 療 養 上 の サ
ポートや精神面のケア、医師
の診療の補助など幅広い役割
を担っています。

看護補助者

入院中の食事・入浴・排泄な
どの生活全般にわたって、直
接的な介護に携わります。そ
れだけでなく、ご家族に対し
て介護・介助に関する知識や
技術を提供し、アドバイスす
るなど、退院した後も快適な
暮 ら し が で き る よ う サ ポ ー
ト。患者さまの自立をトータ
ルに手助けする身近な存在と
いえます。

理学療法士（PT）

病気やケガにより生じた体の
障害や運動能力の低下を改善
し、「 寝 返 り を す る 」「 起 き 上
がる」「立ち上がる」「歩く」と
いった基本動作の回復や維持
を図ります。電気刺激、マッ
サージ、温熱その他の物理的
手段を加えるなどの手法をと
ることもあります。

作業療法士（OT）

身体的、精神的に障害のある
人が自分で生活ができるよう
になるよう、「着替えをする」

「入浴をする」「料理を作る」
「仕事・作業をする」というよ

うに、日常動作や仕事、遊び
などの作業活動を通じて、体
の諸機能の回復・維持を図り
ます。手を動かす基本動作か
ら、患者さまの元の生活に合
わせた訓練を担当します。

言語聴覚士（ST）

主に「読む」「聞く」「書く」「話
す」といった言語障害や飲み
込む事の障害(嚥下障害)が生
じた方に対し、個別的な訓練
を行います。専門的なプログ
ラ ム を 通 じ て、 退 院 後 の コ
ミュニケーションや食べる事
など生活の質の向上をめざし
ます。

薬剤師

薬の投与量や副作用、薬同士
や薬と食事との飲み合わせに
注意を払い、内服薬や注射薬
を安全かつ確実に調剤。持病
のある人に対しては、医師と
の相談の上で、既に使用して
いる薬の継続是非や種類・量
の変更などを判断・調整しま
す。看護師と連携して薬物療
法全般をサポートします。

管理栄養士

栄養バランスの整った食事を
提 供 し、 入 院 生 活 を 支 え ま
す。患者さまの状態は一人ひ
とり異なるため、それぞれに
合わせて食材や調味料も厳選
し、各患者さまに合わせたメ
ニューを提案。またご本人や
ご家族に栄養指導なども実施
し、退院後の食事への不安も
軽減します。

医療ソーシャルワーカー

医 師 や 看 護 師、 リ ハ ビ リ ス
タッフ、ご家族と密に連携を
取りながら、患者さまの退院
後の生活を一緒に考えていき
ま す。 社 会 福 祉 制 度 や 各 種
サービスの紹介、諸手続きの
サポートをし、在宅・社会復
帰に向けて必要となる施設･
機関、設備、人材の手配をフォ
ローします。さまざまな相談
を受け、問題解決・調整を行
います。
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施
設
の
充
実
度
合
い
に
よ
り

リ
ハ
ビ
リ
の
幅
が
広
が
る

　

理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
に
よ
る
リ

ハ
ビ
リ
は
、
機
能
訓
練
室
な
ど
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
そ
の
た
め
カ
マ
チ

グ
ル
ー
プ
で
は
機
能
訓
練
室
に
大
き
な
窓

を
設
け
、
明
る
く
広
々
と
し
た
空
間
で
、

前
向
き
に
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
キ
ッ
チ
ン
、お
風
呂
、ト

イ
レ
な
ど
、
家
庭
と
同
様
の
設
備
を
使
っ

た
A
D
L（
日
常
生
活
動
作
）訓
練
や
、
屋

外
歩
行
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
リ
ハ

ビ
リ
病
棟
の
目
的
の
一
つ
が
A
D
L
の
向

上
な
の
で
、
患
者
さ
ま
の
自
宅
の
状
況
に

近
い
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
言
語
聴

覚
士（
S
T
）は
、
互
い
の
発
音
を
聞
き
取

る
な
ど
静
か
な
環
境
が
必
要
な
た
め
、
個

室
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め

S
T
の
人
数
と
と
も
に
、
言
語
聴
覚
療
法

室
の
数
も
、
言
語
に
関
す
る
訓
練
の
充
実

に
直
結
す
る
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
機
能
訓
練
室
に
置
か
れ
て
い

る
マ
シ
ン
設
備
や
、
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
と
い
っ
た
環
境
に
も
ご
注
目
く
だ
さ

い
。
リ
ハ
ビ
リ
は
患
者
さ
ま
の
症
状
、
状

態
、
目
標
と
な
る
生
活
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
施
設
の
充
実
度
で
、
そ
の
幅
は

ぐ
っ
と
広
が
り
ま
す
。

回復期という限られた期間の中で最適なリハビリを行うためには、整った環境や設備が不可欠です。
カマチグループでは、生活のすべてをリハビリと捉えています。そのためリハビリ機能訓練室など
はもちろん、病室や浴室なども安全面に配慮しつつ、機能を備えています。

リハビリテーション設備
屋外リハビリテーションガーデン

屋外での日常生活を想定した
施設を完備しており、歩行訓
練などに利用します。外の空
気を吸える機会でもあるので、
リフレッシュにもなると好評
です。屋上・中庭など施設に
よって場所が異なるのも特徴。
車の乗降訓練ができるよう乗
用車も用意しています。

ADL訓練室

リアルな生活や家事を想定したスペースです。退
院後の生活をイメージしやすく、実践的なリハビ
リが可能です。作業療法士が中心となり訓練しま
す。浴室で浴槽に入ったり、和室で布団をしまっ
たり、台所で調理や洗い物の訓練を行ったりと、
患者さまの生活環境に合わせた内容を実施してい
ます。危険がないよう、作業療法士がついて行い
ます。

機能訓練室・マシン・リハビリテーション室

器具や訓練台を使い、理学療法士が中心となっ
てリハビリを行います。時にはマシンを使い、
基本運動や歩行訓練を実施。カマチグループの
リハビリ室には外が見られる大きな窓が設置さ
れており、気持ちよく取り組めるよう工夫して
います。

カマチグループ 巨樹の会
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運転システム

発症前に車の運転を楽しんでいた方
や、生活上必要な方へ、ドライブシ
ミュレーターを用いた車の運転の練
習を行います。本物同様ハンドルや
ブレーキ、アクセルなどがついてい
るため、本番さながらの訓練が可能
です。
※ドライブシミュレーターは各施設
に順次導入です

コミュニケーションエリア

レクリエーション室は、さまざまなイベントが行われ
るほか、患者さん同士が日々コミュニケーションをと
る場所。カマチグループでは生活すべてをリハビリと
捉えているからこそ、病室にこもるのではなくどんど
ん外に出て、行動できるように、景色を眺めながらお
しゃべりできるスペースなども用意しています。

リフレッシュ

作れやむくみをとる効果が期待できる足湯の
ブースや、景色を楽しめる露天風呂など、病
院によりさまざまなリフレッシュスペースを
用意しています。もちろん手すりなどが設置
され安全面にも配慮しており、適切な介助も
行っています。

病　室

複数人部屋のほか、病室はさまざまな個室を用意しています。カマチグ
ループでは、生活もリハビリと捉えていますので、毎朝のベッドからの
起き上がりや、着替えなども立派な訓練です。もちろん安全にも配慮。
ベッドは可動式で、患者さんの状況により、起き上がりなどを助けます。

言語聴覚療法室

言語聴覚士と向かい合い、集中して机上に向
かう訓練や発生訓練などを行うため、言語聴
覚機能訓練室は基本的に遮蔽。言語聴覚士と
一緒に言語・嚥下の訓練を行います。言語聴
覚訓練は個室で行うため、部屋がないと実施
できないのですが、カマチグループの病院に
は、言語聴覚機能訓練室を複数設置。言語に
関わるリハビリの機会を逃しません。
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回復期の大事な数字

覚えておきたい！

回復期リハビリテーションを詳しく知る上で、キーワードとなる「数字」があります。
それぞれの数字から、回復期リハビリの役割や特徴、特性を解説します。

脳卒中や骨折など、突然起こる病気やケガ。急性期病院で手術や治療

を受け、無事に状態が安定し始めると、患者さま本人もご家族もホッ

と安心すると同時に、麻痺などの後遺症や退院後の生活が心配になり

ます。そこで大切なのは、その後の回復期をどのように過ごすかです。

急性期病院は「命を救うこと」を大きな使命としており、症状が安定し

た患者さまには退院していただく必要があります。そのため入院期間

が短くなります。一方回復期リハビリテーション病棟は、対象となる

疾患や重症度により異なりますが、最長180日という長期入院が可能と

なります（関連18P）。機能の回復や、日常生活に必要な動作の改善に

向けて、集中的にリハビリを行うことが、社会・在宅復帰後の生活をい

かに不自由なく過ごせるかの鍵を握っています。

機能の回復や日常生活に必要な動作の改善に向けて、集中的にリハビ

リを行うことが、社会・在宅復帰後の生活をいかに不自由なく過ごせ

るかの鍵を握っています。回復期リハビリテーション病棟で受けられ

るリハビリは、一日最大3時間。リハビリ時間が長く、この期間にこそ

必要なトレーニングを行うため機能回復効果が高くなります。一方で、

「3時間も訓練を受けるのは大変そう……」と思う人もいるかもしれませ

ん。しかし、20分を1単位として組み合わせ、例えば朝に2単位（40分）、

昼に3単位（60分）、夕方は4単位（80分）など、体調や状態、体への負

担を考慮しながら最大9単位（20分×9単位＝3時間）受けられるという

ことです。（関連 P19、P36、P37）

日

※　　　  のマークがついているものは、カマチグループでの特徴的な数字です。

時間

5

%

1.5:1

365日

▶︎覚えておきたい回復期の大事な数字

9 職種

種類

段階

医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、

作業療法士、言語聴覚士、看護補助者、医療ソーシャ

ルワーカー。9つの分野の専門家が質の高いチーム

医療を展開するのが、回復期リハビリ病棟の大き

な特徴です。（関連 P22～23、P38～42）

巨樹の会では、平日のみではなく土・日・祝日

もリハビリを受けることができます。毎日休ま

ず365日リハビリを行うというと、とても大変

でつらいイメージがあるかもしれません。でも

実は、休日を挟むことで動きを忘れてしまった

り、せっかく筋力がついてきたのに連休があっ

たために衰えてしまったりと、回復期において、

休日はマイナスの要素もあるのです。もちろん、

患者さまの状態によっては休日を設けることも

あります。休むべきときに休み、必要なときに

必要なリハビリを受けられるという「365日」の

ケアを提供しています。（関連 P20）

あらゆる患者さまの状況を想定し、それぞれのゴー

ルを設定した上で、リハビリ内容を決定します。

リハビリ内容は、大きく分けると「理学療法」「作

業療法」「言語聴覚療法」の3種類。それらを組み合

わせて一人ひとりに合ったプログラムを作成しま

す。（関連P23、 P28～33）

患者さま1人に対してどれくらいのリハビリス

タッフ（セラピスト）が応対できるかにより、

リハビリテーションの質が変わるといっても過

言ではないでしょう。しかし、全国的にセラピ

ストが不足しており、十分なリハビリが受けら

れないという現状があります。巨樹の会の病棟

では、比率にすると患者さま1.5人に対して1人

のセラピストを配置し、サポートするという状

態。「1.5：1」という病棟基準を大きく上回るセ

ラピストの数・割合が、リハビリの質を高めて

います。（関連 P20）

「回復期リハビリテーション」の中でも、看護師やリハビリスタッフの人数、1日に

受けられるリハビリの単位数・種類、重症患者の割合などによって、5段階の病棟

基準に分けられます。そして、それぞれめざす治療の達成目標や入院にかかる費用

も異なります。最も高い病棟基準をクリアした「回復期リハビリテーション病棟入

院料1」では、言語聴覚士によるリハビリプログラムの提供が必須とされ、社会福

祉士の配置も義務。スタッフ数も充実しているという特徴があります。（関連 P20）

最長

最大

「病棟入院料1」の条件となる在宅復帰率70％に対

し、当グループは大きく超えた91.4％以上。より

多くの患者さまが自宅等で快適に暮らせるよう努

めています。「在宅復帰」とは、さまざまなサービ

スを利用しつつも住み慣れたご自宅や居宅系施設

に退院されたことを言います。（関連 P20、P21）

3

180

3

91.4
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リハビリテーションの内容

31 30

具体的な
リハビリテーション内容

回復期のリハビリでは、患者さま一人ひとりの状態や体調に合わせたリハビリを実施していま
す。道具や器具を使ったり、専門のプログラムを組んだりと、その内容は多種多様。また、リ
ハビリ訓練で「できるようになったADL（日常生活動作）」を「常にしているADL」として、リハビ
リ訓練以外の時間を病棟でサポートしているのは回復期ならでは。退院後スムーズに日常生活
へ戻るために必要とされる具体的な内容をご紹介します。

◆ 理学療法・作業療法・言語聴覚療法・看護・介護からなる ◆

筋力トレーニング嚥 下 訓 練

日常生活介助

作 業 活 動

言 語 訓 練

装 具 を 使 っ た 訓 練

体調管理

歩 行 訓 練

脳損傷によって起こるコミュニケーション全般の障害（失語症や構音障害）や、高次脳機
能障害、嚥下障害に対して言語聴覚士がサポート・訓練をさせていただきます。コミュ
ニケーションや嚥下に関することですからご家族へのサポートも重要です。

嚥 下 訓 練
疾患の後遺症により、食べものを噛んだり、飲み込んだりす
ることが困難となった場合に行う訓練。危険なく食事ができ
るようセラピストがつきサポートします。

１首や唇・舌といった飲み込みに関
連する筋を動かす体操等をセラピス
トと一緒に行います　２ 誤嚥を防ぐ
ため、適確に評価を行います　３ 実
際に食べ物を食べる訓練も言語聴覚
士がつき、安全に行います

言 語 訓 練
・

高次脳機能訓練
ろれつが回りにくくなる構音障害や「読む・聞く・
書く・話す」が障害される失語症、記憶や注意力が
低下する高次脳機能障害にリハビリを行います。

▲ 失語症や、記憶や注意力が低下する高次脳
機能障害に対し、リハビリを行います

▲ 言語や記憶・注意の訓練にカード等を用い
ます。手作りのものを使用することも

▲ 絵カードを使った訓練も。ほかにも書く、
計算する等で注意力や記憶力UPをめざします

言語聴覚療法編

状態に合わせて
難易度を変えるので
ご安心ください

1 2

3

生 活 訓 練
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▲ マシンを使った足の曲げ伸ばしの練習。自
分のペースで、呼吸を整えながら行います

▲ 自転車マシンによるトレーニングで全身を
無理なく鍛えます

▲ どの訓練でも、理学療法士がサポート。安
心して取り組んでいただけます

発症前は普通にできていた、座る、立つ、歩くなどの動作が、疾患によっては難しくな
ります。スムーズな動作ができるよう、筋力トレーニングや歩行訓練などのリハビリを
行います。理学療法士が中心となり、マシンの使い方の指導や補助につくので、無理な
くリハビリに取り組むことが可能です。

理学療法編

筋力
トレーニング

足、腕、全身などさまざまなマシンを使ったトレーニングな
ど、患者さまに合わせた負荷をかけ、高い効果を得られるよ
うにしています。

関節可動域
訓練

マシンを使わない関節可動域訓練やストレッチは、上手に身体
を使うために重要。無理なリハビリで逆に体を痛めないよう、
入念に行います。体の痛みや状態をチェックする役目も。

１ スムーズに体を動かせるように、足の曲
げ伸ばしを行います　２ 痛みの有無など、コ
ミュニケーションをとりながらストレッチ
３ リハビリ室に置かれたプラットホーム。臥
位や座位での訓練でも使用します

1 2

3

自立した日常生活を
送るために必要な
筋力を鍛えます

１ 自 分 1 人 の 力で立ち、歩く訓練。大変ですが日常生活に戻るには大切な訓練です　 ２ 小
さな段差も発症後は大きな障害に。屋外で注意して歩く訓練を行います　 ３ 階段の上り下り
は手すりを使っても大変なもの　 ４ 理学療法士が支えながらゆっくりと歩きます　 ５ ノル
ディックポールを使った歩く訓練も行います

▲ 足に装具をつけて歩く練習もします ▲ 歩行器を使う際にも必ず理学療法士がつき
安全に行います

▲ 患者さまの状態に合わせた装具を選びます

装 具 を
使 っ た 訓 練

歩行や立ち座りがスムーズにいくよう補助する装具
を使い、体を動かす感覚を取り戻していきます。

歩 行 訓 練
歩くだけでなく、座った状態から立つことから訓練はスター
トします。日常生活に戻り自立した生活を送るためにも欠か
せないリハビリです。歩行訓練により全身を鍛えられます。

1 2

屋外での歩行訓練や
日常生活を想定した
場所でも行います

3

45
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身体が回復しても、退院していざ日常生活に戻ったとき、以前のように家事をしたり、
生活動作をしたりするのが難しいこともあります。作業療法では、調理訓練や、布団で
の寝起き、掃除、洗濯ものを干すなど、個々のライフスタイルや生活環境に合わせた、
実生活さながらのシミュレーションも行なうことができます。

作業療法編

作業活動
細かな身体の使い方など、生活の上で必要な動作をスムーズ
に行えるようにトレーニング。作業療法士が中心となり、サ
ポートします。

１ 指先の細やかな動きの練習に折り紙を使う
ことも　２ 手の疲れを和らげたり、麻痺によ
り固くなった筋肉をほぐすマッサージ　３ 紙
を破って丸める練習は、病室や自宅でも続け
ることができます　４ もぐらたたきゲームは
手の操作性や注意力の訓練になります　５ お
箸を使って細かいものを掴んで移動させる訓
練は、食事動作につながります　６ さまざま
な形の道具を使った、物を持って動かす練習

1

３

２

４５

６
折り紙や新聞など
身近なものを使って

訓練します
７食事動作の訓練として、自助具を使うことも　 ８ 手すりやフラットな床など、

住まいのバリアフリー化の参考になります　 ９ 自分でお風呂に入るための訓練も
行います

１ 台所に立ち調理を行う訓練。危険がないよう作業療法士が付き添います　 ２ 包
丁や調理道具を使うことで、日常に潜むリスクの確認にもなります　 ３ 身体が動
くようになったら、布団の上げ下げなどの訓練も　 ４ 患者さまの生活に合わせて、
和室も用意。座る・立つなどの動作も行います　 ５ 洋室での生活を想定した部屋
で椅子を引いたり座ったり、段差などに気をつけながら訓練を行います
６ 掃除機を使ったり、洗濯をしたりするのも訓練の一つです

生活訓練
実生活のような環境でリハビリを行う生活訓練。茶の間や洋
室など、自宅のような造りのシミュレーションルーム。家事
や日常動作の練習を行います。

ADL訓練室で実生活の
シミュレーション

ゆっくり慣れていきましょう

1

６

２ ３

４ ５

７ ８ ９
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病棟で過ごす「24 時間すべてがリハビリ」ととらえ「訓練してできるようになったADL
（日常生活動作）」を、「常にしているADL」として、看護師と看護補助者が援助。離床活

動や社会交流を病棟の中でできる環境づくりも重要なポイント。ご家族の精神的なフォ
ローアップなども行い、スムーズな退院の支援をしています。

看護・介護編

体調管理

▲ 毎日体温・血圧・脈拍などのチェックを行
い、体調の変化がないか確認します

▲ リハビリ後の水分補給も大切。飲み込みが
うまくできない場合は隣でサポートします

▲ 入浴は最低週３回。患者さまの状態に合わ
せて機械浴槽も使用します

日常生活介助
リハビリ訓練でできるようになった、歩く、着替える、トイ
レなどの動作を、看護師・看護補助者が病棟で日常的に継続
していけるよう積極的にサポートしています。患者さまの状
態に合わせた介助方法やサポートの仕方も調節します。

１日常的に自分でできる動作にしていけるよう、病棟でサポー
トします　２夜間でも患者さまの状態に応じてトイレの介助を
し、1日でも早くオムツをはずせるよう援助しています　３肺
炎予防のためにも口腔ケアは重要です。患者さまの状態に応じ
てサポートします　４日常の動作を一人でできるよう「時間が
かかっても見守る」看護も大切です

1 3

4

退院後自立した生活を
送るために、病棟での
日常動作も大切です

2

１長期入院の中、患者さまの話を
聞いたり、様子を伺ったりするこ
と も 大 切 な 役 割 で す　 ２ 退 院 後、
自宅や地域で安心して生活できる
よう、家庭環境を把握し、患者さま・
ご家族へ退院後の生活のアドバイ
スを行います

社会交流

ベッド上での生活を極力避けて、デイルー
ムなどで積極的に参加していただけるよう
なレクリエーションを企画。病棟生活の中
でいかに活動量を増やしていけるかが、在
宅復帰への鍵になっています。 ▲ 患者さま同士の交流のほか、さまざまな企画を用意。活動的に生活

することもリハビリの一つです

精神的サポート
家族へのケアと退院指導

急性期から回復期と状態が良くなり意識がはっきりし
てくる段階で、障害を受け入れられずに悩まれる患者
さまがたくさんいます。日々の看護においてこのよう
な状態を乗り越えられる精神的サポートも重要です。

ベッドが中心の生活ではなく
さまざまな企画に

積極的に参加してくださいね

カマチグループの排泄自立の取り組み

トイレで排泄できることは、重要な生活の一部であり、人として
の尊厳を守るための重要な要素の一つ。カマチグループでは、極
力オムツは使用せず、トイレでの排泄を推進しています。家族の
負担も大きく変わってくるため、オムツが外れて退院できるよ
うにサポートしています。そのた
め、車いすのままでもスムーズに
移 動 で き る よ う ト イ レ は す べ て
バリアフリー化。看護師や看護補
助者がサポートします。ご自身で
トイレへ行ける状態をめざし、少
しずつ練習していきます。

回復期では入院中、毎日スムーズにリハビリができる体調管理と、
事故が起こらないように環境を整える事が最も重要です。睡眠・排
泄リズム、食事の摂取状態、体調の悪化はないか、褥瘡（じょくそ
う）などの危険、転倒のリスクはないか、常に観察しています。

1 2
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さまざまな検査も実施

入院したら実際はどんな生活を送ることになるのか不安な人も多いでしょう。自由な時間はある
のか食事は何時なのか、お風呂には入れるのか……。疾患や重症度、患者さまの状態により過ご
し方は変わりますが、実際に入院している人たちのタイムスケジュール例をご紹介します。

6：00 起　床

7：00 身じたく 整容・更衣・排泄動作

8：00 朝　食
身じたく

食事動作・口腔ケア・排泄更衣訓練

8：30 体温・血圧・脈拍などのチェック

9：00 リハビリ訓練

午前のリハビリテーション開始
①立位・歩行訓練
②義肢装具士・リハビリスタッフと靴や装具の検討
③福祉用具業者・リハビリスタッフと車いすやクッション
等の評価・選定

10：30 歯　科 歯科医師によるスクリーニング、治療

11：00 体　操 個別リハビリテーションの間にデイルームにて実施

12：00 昼　食
身じたく

言語聴覚士を中心として食事評価
整容・排泄動作訓練、午後のリハビリテーションの準備

13：00 リハビリ訓練

午後のリハビリテーション開始（患者さまの目標に合わせ
た訓練を実施）
①立位・歩行訓練
②炊事・洗濯・掃除等の応用動作訓練
③装具等を用いた動作訓練

15：00 レクリエーション 個別リハビリテーションの間にデイルームにて実施

15：30 面　談
患者さま・ご家族・医師・看護師・リハビリスタッフ・社会
福祉士と現状確認と今後についての話し合い

16：00 入　浴 患者さまの状態に合わせ、機械浴又は大浴場にて入浴

18：00 夕　食
身じたく

自助具・福祉用具を用いた個別介入
日常生活動作自立に向け、リハビリスタッフと整容・更衣・
排泄動作の訓練

19：00 レクリエーション
すべての入院患者さまを対象にイブニングレクリエー
ション（足湯・映画鑑賞など）

22：00 消　灯

安全に配慮した歩行訓練

退院後を想定した日常動作の訓練で
す（詳細はP28～29）

言語聴覚士が飲み込みのサポート。
食事も訓練の一端です

脳梗塞編
後遺症に対し、理学療法士による身体の基本的な運動機能の訓練はもちろん、麻痺に対する生活
機能動作（着替え、箸の使用、文字書きなど）に対して作業療法士とともに訓練し、飲み込みや発
語、記憶力・注意力などに対して言語聴覚士と訓練していくのが特徴です。

※スケジュール中のオレンジ色のラインの中で、1 日最大３時間のリハビリテーション訓練が組まれます▼ 1 日のタイムスケジュール例

回復期リハビリテーション
実際のタイムスケジュール

トイレなど生活動作も、一人では困
難。必要に応じサポートします

リハビリ器具は、患者さまの状態に
合わせて適宜用意しています

買い物訓練で屋外に出ることも。リ
アルな日常を再現しています

イブニングレクリエーションの様子。
患者さま同士の交流の場です

整形外科疾患編
ケガや手術による筋力低下を回復するために、主に理学療法士が介入し訓練を行いま
す。可動域の拡大や痛みに対して、機能的なアプローチをするための基本動作訓練を
行い、筋力回復をめざします。

▼ 1 日のタイムスケジュール例

6：00 起　床

7：00 身じたく
動作自立に向け、リハビリスタッフと基本動作・整容・更
衣・排泄動作訓練

8：00 朝　食
身じたく 整容・排泄動作、午前のリハビリテーションの準備

8：30 体温・血圧・脈拍などのチェック

9：00 リハビリ訓練

午前のリハビリテーション開始（患者さまの目標に合わせ
た訓練を実施）
①立位・歩行訓練
②筋力や体力を回復させるための全身トレーニング
③リハビリスタッフと靴や補助具の検討

10：00 レクリエーション 個別リハビリテーションの間にデイルームにて実施

11：00 入　浴 患者さまの状態に合わせ、機械浴又は大浴場にて入浴

12：00 昼　食
身じたく

整容・排泄動作訓練、午後のリハビリテーションの準備

13：00 リハビリ訓練

午後のリハビリテーション開始
①屋外歩行訓練（病院敷地内・外）
②電車やバスを使用した乗車訓練
③近隣のスーパーへの買い物訓練……等

14：00 面　談
患者さま・ご家族・医師・看護師・リハビリスタッフ・社会
福祉士による現状確認と今後についての話し合い

15：00 レクリエーション 個別リハビリテーションの間にデイルームにて実施

15：30 リハビリ訓練

シミュレーションルームにて実施
①入浴動作訓練
②床上動作訓練
③調理訓練　等

18：00 夕　食
身じたく

動作自立に向け、リハビリスタッフと移動・更衣・排泄動
作の訓練

19：00 レクリエーション
すべての入院患者さまを対象にイブニングレクリエー
ション（足湯・映画鑑賞など）

22：00 消　灯

※スケジュール中のオレンジ色のラインの中で、1 日最大３時間のリハビリテーション訓練が組まれます
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し
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リ
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リ
に
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れ
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う
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。
そ
し
て
、
看
護
師
、

セ
ラ
ピ
ス
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理
学
療
法
士
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療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
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ソ
ー
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ー
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役　割

て
き
ま
し
た
。患
者
さ
ま
の
も
つ
病
気
と

障
害
を
診
断
し
、歩
ん
で
こ
ら
れ
た
人
生

な
ど
に
も
深
く
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、患

者
さ
ま
や
ご
家
族
が
望
ま
れ
る
生
活
を

取
り
戻
さ
れ
る
よ
う
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

「
こ
の
病
院
に
来
て
良
か
っ
た
」「
あ
な
た

に
会
え
て
良
か
っ
た
」と
言
わ
れ
る
よ
う

な
温
か
い
診
療
が
で
き
る
よ
う
、ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▲ 一 人 ひ と り の 患 者 さ ま と の 関 わ り を
大 切 に し て い ま す

スタッフ紹介
患者さまと、その家族を支える

病棟では、どんな職業の人が、どのような思いで働いているのか。そこから同
施設にて受けられるサービスやその特徴について探るべく、カマチグループの
病院スタッフに話を聞いてみました。

稲川 利光 先生
理学療法士として勤務後、医師を志す。国立香川
医科大学卒業。ＮＴＴ東日本関東病院、原宿リハビ
リテーション病院などを経て、現在はカマチグルー
プリハビリテーション関東統括本部長。医学博士。

自
宅
や
職
場
復
帰
を
め
ざ
す
患
者
を

家
族
の
よ
う
に
身
近
な
距
離
で
支
え
る

　

回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
で
は
在
宅
復
帰

と
社
会
参
加
を
大
き
な
目
標
と
し
、身
体

機
能
向
上
、生
活
環
境
調
整
の
両
面
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
今
後
の
生
活

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。そ

れ
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま
な
徒
手
的
技
術
、社

会
資
源
や
福
祉
用
具
な
ど
の
知
見
が
要

求
さ
れ
ま
す
が
、大
切
な
こ
と
は
患
者
さ

ま
が
今
ど
ん
な
お
気
持
ち
な
の
か
を
常

理学療法士

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
生
じ
た
障
害
や
運
動
能
力
の
低
下
を
改
善
し
、
起
き

上
が
る
、
立
ち
上
が
る
、
歩
く
と
い
っ
た
基
本
動
作
の
回
復
を
め
ざ
し
て

物
理
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
自
宅
復
帰
、
職
場
復
帰

を
見
据
え
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
こ
そ
、
回
復
期
に
お
け

る
理
学
療
法
士
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

役　割

に
意
識
す
る
こ
と
。患
者
さ
ま
の
表
情
や

気
分
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
も
気

を
配
り
な
が
ら
、お
声
を
か
け
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
仕
事
の
良
い
と
こ
ろ
は
、患
者
さ

ま
が
良
く
な
っ
て
い
く
過
程
を
見
ら
れ

る
こ
と
で
す
。体
の
こ
と
だ
け
で
な
く
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
の
話
を
す
る
こ
と
も
多
く
、

毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
と
家
族
の
よ

う
な
存
在
に
な
っ
て
く
る
の
で
、元
気
に

な
っ
て
ご
自
宅
に
帰
ら
れ
る
と
き
は
、自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

▲ 患 者 さ ま の 体 の 機 能 回 復 を 目 的 と し た、
リハビリを担当しています

岩渕哲也 さん
学生時代のスポーツ経験からリハビリに興味を
持ち現職に。患者さまのことを家族のような存
在と考え、ただリハビリを行うのではなく、前
向きになれるようこまやかなケアも欠かさない。

退
院
後
の
生
活
を
見
据
え
て

楽
し
め
る
リ
ハ
ビ
リ
を
め
ざ
す

　

作
業
療
法
の
大
き
な
特
徴
は
、患
者
さ

ま
ご
と
に
リ
ハ
ビ
リ
の
内
容
が
ま
っ
た

く
異
な
る
こ
と
。退
院
後
に
ど
ん
な
生
活

を
送
り
た
い
か
と
い
う
ご
本
人
の
希
望

を
軸
に
、
体
の
状
態
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活

背
景
や
家
族
構
成
、趣
味
な
ど
を
踏
ま
え

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
て
い
き
ま
す
。リ

ハ
ビ
リ
は
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
つ
ら
い

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、そ
ん
な
中

作業療法士

身
体
的
、
精
神
的
に
障
害
の
あ
る
人
が
自
分
で
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
に
、
作
業
活
動
を
通
じ
て
、
体
の
諸
機
能
の
回
復
・
維
持
を
図
り

ま
す
。
道
具
を
使
っ
た
手
先
の
訓
練
と
、
着
替
え
や
入
浴
、
料
理
と
い
っ

た
日
常
生
活
の
訓
練
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
車
の
運
転
な
ど
職
場
復

帰
に
必
要
な
訓
練
、
趣
味
活
動
と
合
わ
せ
て
の
リ
ハ
ビ
リ
も
行
い
ま
す
。

役　割

で
も
作
業
療
法
の
時
間
を「
楽
し
い
」と

言
っ
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
の
喜
び
で

あ
り
、そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
く
か
つ
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を

行
う
た
め
、私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る

の
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。お
互
い
に
得
意
と

す
る
疾
患
に
関
し
て
リ
ハ
ビ
リ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
た
り
、
手
先
が
器
用
な
ス

タ
ッ
フ
は
率
先
し
て
補
助
道
具
を
作
っ

た
り
と
、一
人
ひ
と
り
の
強
み
を
生
か
し

て
患
者
さ
ま
を
支
え
て
い
ま
す
。

▲ さまざまな道具を使い、生活に必要な動
きの訓練を行っています

富樫 祥子 さん
小学生の時に作業療法を受ける祖母を見たこと
をきっかけに、現職を志す。日々のリハビリでは、
患者さまとその家族の気持ちに寄り添いながら、
信頼関係を築くことを大切にしている。
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言
葉
や
嚥
下
障
害
に
対
し
て

退
院
後
の
生
活
を
見
据
え
た

個
別
的
な
訓
練
で
改
善
へ
導
く

　

発
音
が
難
し
い
方
に
対
し
て
は
発
声

方
法
の
指
導
や
、苦
手
な
音
を
組
み
合
わ

せ
た
単
語
を
一
緒
に
読
む
と
い
っ
た
訓

練
を
一
対
一
で
行
い
ま
す
。嚥
下
障
害
の

場
合
は
、患
者
さ
ま
の
状
態
に
合
っ
た
食

事
方
法
を
提
案
し
て
、病
棟
で
も
実
践
で

き
る
よ
う
看
護
師
や
看
護
補
助
者
、ご
家

族
の
方
と
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
の
方
針
は
、
各
職
種
の
ス

言語聴覚士

脳
の
損
傷
に
よ
っ
て
起
こ
る
話
す
こ
と
や
聴
く
こ
と
、
読
み
書
き
が
で
き

な
く
な
る「
失
語
症
」、
記
憶
力
や
注
意
力
等
が
低
下
す
る「
高
次
脳
機
能

障
害
」、
唇
や
舌
の
麻
痺
に
よ
り
滑
ら
か
に
話
せ
な
く
な
る「
構
音
障
害
」、

飲
食
物
を
う
ま
く
飲
み
込
め
な
い「
嚥
下
障
害
」の
患
者
さ
ま
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
想
定
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。

役　割

タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
を
照
ら
し

合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
が
、「
是

が
非
で
も
ご
自
宅
に
帰
し
て
あ
げ
よ
う
」

と
皆
が
一
致
団
結
し
た
結
果
、そ
れ
が
実

現
し
た
と
き
の
や
り
が
い
は
こ
の
上
な

く
大
き
い
で
す
ね
。

　

患
者
さ
ま
の
希
望
を
1
つ
で
も
多
く

か
な
え
る
た
め
に
、〝
で
き
る
こ
と
は
何

か
〟を
考
え
、少
し
で
も〝
リ
ハ
ビ
リ
は
楽

し
い
〟と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
明

る
く
元
気
に
対
応
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。

▲ 発音や嚥下など疾患に応じたリハビリを
行います

片山 亜有 さん
小学生の頃に発達障害のある同級生と接し、母
親からの助言もあり現職に。他職のスタッフと
の連携も密に行い患者さまや家族と接する。患
者さまへ親身になる姿勢が好評。

患
者
や
家
族
と
密
に
連
携
し

治
療
か
ら
退
院
後
の
生
活
ま
で

困
り
事
、
心
配
事
を
サ
ポ
ー
ト

　

急
性
期
病
院
を
退
院
後
、
リ
ハ
ビ
リ
を

始
め
る
方
の
受
け
入
れ
準
備
や
、
医
療
費

な
ど
の
経
済
的
な
問
題
、
退
院
後
の
働
き

方
、
病
気
や
治
療
の
心
配
な
ど
、
暮
ら
し

に
関
わ
る
こ
と
全
般
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
慣
れ
親
し
ん
だ
地
域
で
そ

の
方
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
・
福
祉
施
設
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
、
介
護
保
険
・
生
活
保
護
な
ど
の

医療ソーシャル
ワーカー

患
者
さ
ま
が
治
療
・
療
養
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
医
師
や
看
護
師
、
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
ご
家
族
と
密
に
連
携
を
取
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決

の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
退
院
後
の
社
会
福
祉
制
度
や
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
、
諸
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
、
在
宅
・
社
会
復
帰
に
向
け
て
必
要
な

施
設
、
設
備
、
人
材
の
手
配
な
ど
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

役　割

手
続
き
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
患
者
さ
ま
や
ご
家
族

の
考
え
を
否
定
し
な
い
こ
と
。
患
者
さ
ま

や
ご
家
族
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
次
に
進
む
た
め
に
ど
う
す
る
か
を
、

家
族
構
成
や
生
活
背
景
に
合
わ
せ
て
個

別
に
対
応
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

う
れ
し
い
こ
と
は
何
と
言
っ
て
も
患

者
さ
ま
が
笑
顔
で
退
院
さ
れ
て
行
く
と

き
で
す
。そ
の
方
の
次
の
人
生
に
つ
な
が

る
関
わ
り
が
持
て
て
よ
か
っ
た
と
心
か

ら
感
じ
ま
す
ね
。

▲ しっかりと患者さまに向き合い、入退院
やその後の生活を支えます

安 藤 歩 さん
2010年みどり野リハビリテーション病院の開院
当初から笑顔を絶やさず、患者さま・ご家族・ス
タッフ誰からも話しかけられやすい雰囲気づくり
を心がけている。座右の銘は「笑う門には福来る」

住
み
慣
れ
た
地
域
に
戻
れ
る
よ
う

患
者
と
家
族
の
心
に
寄
り
添
う

　

患
者
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
人
ら

し
く
生
き
生
き
と
社
会
復
帰
・
在
宅
復
帰

が
で
き
る
よ
う
に
多
職
種
と
の
調
整
を

し
、
連
携
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ま
が
日
々
獲
得
し
た「
で

き
る
A
D
L
」を
日
常
生
活
の
中
で
、「
し

て
い
る
A
D
L
」に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、24
時
間
切
れ
間
無
く
看
護
力
を
発
揮

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。「
そ
の
人

看護師

患
者
さ
ま
が
日
常
生
活
を
自
力
で
行
え
る
よ
う
に
、
療
養
上
の
サ
ポ
ー
ト

や
精
神
面
の
ケ
ア
、
医
師
の
診
療
の
補
助
な
ど
幅
広
い
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。「
24
時
間
リ
ハ
ビ
リ
」の
考
え
の
も
と
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
い

な
い
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
も
、
看
護
師
が
し
っ
か
り
関
わ
っ
て
い
く

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

役　割

ら
し
く
」と
は
、
患
者
さ
ま
の
人
生
を
尊

重
し
、気
持
ち
に
寄
り
添
い
看
護
の
専
門

性
を
生
か
し
て
在
宅
復
帰
を
見
据
え
た

関
わ
り
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
看
護
師

は
、患
者
さ
ま
や
ご
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、個
別
性
を
重
視

し
た
本
当
の
意
味
で
の
目
標
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
は
、患
者
さ
ま
が
リ
ハ
ビ
リ
を
通
じ

て
回
復
し
て
い
く
姿
を
間
近
で
見
ら
れ

る
こ
と
が
看
護
師
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

▲ 病棟内での生活のケア・サポートを主に
行っています

塘地 正美（とうち まさみ）さん
原宿リハビリテーション病院看護部長。同院が
開設した際にも携わっており、そのほかさまざ
まなグループ病院で看護部長として、看護を行
うと同時に看護師教育にも注力している。

リ
ハ
ビ
リ
患
者
の
介
護
に
直
接
関
わ
る

家
族
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
も
大
事
な
役
割

　

介
助
は
患
者
さ
ま
個
々
の
状
況
を
見

て
対
応
す
る
た
め
、
必
ず
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
や
看
護
師
に
確
認
、助
言
を
得
て

か
ら
行
動
し
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
間
で
日
々

患
者
さ
ま
の
状
況
を
共
有
す
る
上
で
は
、

看
護
補
助
者
の
立
場
か
ら
患
者
さ
ま
の

状
況
を
伝
え
、介
助
の
方
針
を
立
て
て
い

く
こ
と
も
。

　

す
べ
て
に
お
い
て
細
心
の
注
意
を
払

看護補助者

患
者
さ
ま
が
日
々
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ま
れ
て
い
る
中
、入
院
中
の
食
事
・
入
浴
・

排
泄
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
直
接
的
な
介
護
に
関
わ
る
ほ
か
、
家
族

へ
介
護
・
介
助
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
提
供
す
る
な
ど
、
退
院
し
た
後

も
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
患
者
さ
ま
の
自
立

を
ト
ー
タ
ル
に
手
助
け
す
る
身
近
な
存
在
と
い
え
ま
す
。

役　割

い
、少
し
で
も
安
心
し
て
入
院
生
活
が
過

ご
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
、そ
し
て

ご
家
族
の
不
安
な
気
持
ち
を
傾
聴
す
る

姿
勢
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
が
笑
顔
で
退
院
さ
れ
る
と

き
は
、お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
を
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
激
し
、こ
の

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
多
く
の
方
が
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
こ

と
で
、身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
、笑
顔
で
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
に
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

▲ 病室の清掃や、シーツの取り換えなども。
一つ一つ丁寧に作業します

玉川 愛佳 さん
介護福祉士。長い入院生活中の精神的支えにな
るよう常に笑顔で対応する。看護師をはじめ、
さまざまな職種とともに、チームで患者をサポー
ト。
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リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
患
者
を
食
で
支
え

栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
お
い
し
さ
を
追
求
し

満
足
度
の
高
い
食
事
を

　

食
事
時
間
に
は
病
棟
へ
行
き
食
事
の

様
子
を
見
て
声
を
か
け
、
喜
ば
れ
る
給

食
を
提
供
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
て

い
ま
す
。制
限
食
に
つ
い
て
は
在
宅
で
の

生
活
を
見
据
え
て
基
準
の
範
囲
内
で
工

夫
を
。塩
分
基
準
に
沿
っ
た
献
立
を
作
る

の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、自
分
の

考
え
た
食
事
で
患
者
さ
ま
の
血
液
デ
ー

タ
な
ど
、体
調
が
良
く
な
っ
て
い
く
の
が

他
職
種
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
薬
の
専
門
家

リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
が

最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
薬
を
調
整

　

急
性
期
病
院
で
は
、
治
療
上
、
薬
が
変

更
・
追
加
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
し

か
し
回
復
期
リ
ハ
病
棟
で
は
、そ
の
薬
が

リ
ハ
ビ
リ
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。回
復
期
リ
ハ
病
棟
に
入
院
す
る
患

者
さ
ま
は
、病
気
に
対
す
る
治
療
が
ほ
ぼ

終
了
し
て
お
り
、患
者
さ
ま
の
状
態
が
安

定
し
て
い
れ
ば
減
量
・
中
止
で
き
る
薬
も

あ
り
ま
す
。こ
の「
減
量
」や「
中
止
」は
回

管理栄養士

患
者
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
体
格
や
活
動
量
に
合
わ
せ
て
食
材
や
調
味
料
も
厳

選
、
一
人
ひ
と
り
に
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
整
っ
た
食
事

を
提
供
し
入
院
生
活
を
支
え
、
リ
ハ
ビ
リ
で
最
大
限
の
力
を
出
せ
る
よ
う

に
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
患
者
さ
ま
ご
本
人
や
ご
家
族
に
栄
養
指

導
な
ど
も
実
施
し
、
退
院
後
の
食
事
へ
の
不
安
も
払
拭
し
ま
す
。

薬
の
量
や
副
作
用
・
飲
み
合
わ
せ
を
確
認
し
、
安
心
し
て
薬
を
飲
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
入
院
す

る
患
者
さ
ま
の
多
く
は
、
高
齢
で
入
院
期
間
が
長
い
た
め
、
た
く
さ
ん
の

薬
を
服
用
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
薬
を
服
用
す
る
こ

と
で
起
こ
る
有
害
事
象(

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー)

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
薬
剤

師
の
積
極
的
な
関
与
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

役　割

わ
か
る
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、入
院
中
の
患
者
さ
ま
の
気
分
が
少

し
で
も
晴
れ
る
よ
う
に
、マ
ス
ク
の
上
か

ら
で
も
わ
か
る
よ
う
な
笑
顔
を
心
が
け

て
い
ま
す
。些
細
な
こ
と
で
も
気
に
留
め

日
々
人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
ま
す
ね
。

そ
う
や
っ
て
距
離
を
縮
め
て
い
か
な
い

と
正
直
な
意
見
は
聞
け
ま
せ
ん
か
ら
。今

後
は
、摂
食
嚥
下
や
リ
ハ
ビ
リ
栄
養
の
分

野
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、お
い
し
さ
も
追

求
し
て
い
き
た
い
で
す
。

復
期
リ
ハ
病
棟
で
は
必
要
な
考
え
方
で

す
。
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
、次
の
ス
テ
ッ

プ
に
進
む
た
め
に
薬
を
調
整
す
る
時
期

が
回
復
期
で
す
。薬
剤
師
は
患
者
さ
ま
の

状
態
に
応
じ
て
薬
の
追
加
・
変
更
を
医
師

に
提
案
で
き
る
職
種
で
す
。ま
た
症
状
が

改
善
し
た
と
き
に
薬
の
減
量
・
中
止
も
提

案
で
き
る
職
種
で
す
。
薬
の
減
量
・
中
止

は
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、そ
れ
を
行
う
の
も
薬
剤
師
の
重
要

な
役
割
で
す
。

▲ 厳密な計算のもと、おいしく・安全な食
事の提供に努めます

石倉 玲子 さん
「食べることが原点のこの仕事は天職」と言い切

る根っからの料理好き。食事により笑顔を取り
戻せることに強いやりがいを感じている。

薬剤師

役　割

▲ 薬の効果や使い方も熟知。安全に回復へ
向かえるようサポート

原口 将之 さん
薬剤師になった当初は臨床の現場を見てみたい
と思い、急性期病院に勤務しその後回復期へ。
趣味は体を動かすこと。得意なスポーツはテニ
ス、マラソン、ゴルフ、スノーボード。

Q 誰でも入院できるのですか？
回復期対象疾患の方のみ入院いただけます（下記表参照）。2020年より発症
からの転院期間の定めは廃止されましたが、リハビリ効果が出やすい回復
期段階（関連P16）の入院が推奨されます。詳細はお早めにご相談ください。

▼入院対象一覧

対象疾患 入院期間

脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血のシャント術後、脳腫瘍、脳炎、
急性脳症、脊髄炎、多発性神経炎、多発性硬化症、腕神経叢損傷（わんしんけいそ
うそんしょう）等の発症後もしくは手術後、または義肢装着訓練を要する状態

150日

高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重度の頸髄損傷および頭部外傷を含む多
部位外傷 180日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節もしくは膝関節の骨折、または2肢以上の多発骨折の
発症後、または手術後の状態 90日

外科手術または肺炎などの治療時の安静により廃用症候群を有しており、手術後ま
たは発症後 90日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節または膝関節の神経、筋または靭帯損傷後の状態 60日

股関節または膝関節の置換術後の状態 90日

急性心筋梗塞、狭心症発作その他急性発症した心大血管疾患または手術後の状態 90日

Q&A
入退院

に関する

入院前に関するQ&A

入院するための手続きの方法や、入院中どんな暮らしをするのか、退院したらどう過

ごせばいいのか……。「回復期リハビリテーション」を利用する上で、不安や疑問の声

が寄せられています。よくある質問をQ＆Aでご紹介します。

Q どのくらいの日数入院できま
すか？

疾患によって入院期間に上限があります。その期間内でリハビリの効
果・適応などから総合的に主治医をはじめとする医療チームで退院時
期の判断をしていきます。
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Q
入院したい場合はどうしたら
よいですか？　流れを教えて
ください。

入院までの流れとして、入院中の病院から回復期リハビリ病院に診療
情報提供書を送っていただき、入院判定を行います。その後判定の結
果、入院可能であれば家族面談などを行い、日程調整をいたします。
ご希望の施設がある場合は、お電話でお問い合わせください。

Q 事前に見学はできますか？
可能です。お待たせしないため、ご予約されることをお勧めしており
ます。

Q どのくらいリハビリを受ける
ことができますか？

1 日3 時間ほどの個別リハビリに加え、病棟生活の中で活動性を高め
るために集団体操やレクレーションを行います。また、必要に応じて
自主訓練やご家族への介護指導なども行います。

Q
リハビリで入院した場合、
ほかの病気の治療はできます
か？

手術や専門的な治療・精密検査、リハビリよりも治療が優先される場
合は主治医の判断でほかの病院を受診・転院していただくことがあり
ます。また、服薬や定期的な処置などは行うことができます。

Q 今まで飲んでいた、
薬を続けられますか？

院内に薬剤師もおりますので、主治医の判断により必要な薬は継続で
きます。ただし、種類によってはジェネリックや違った製品名の薬を
処方する場合もあります。

Q どのような職種のスタッフが
いますか？

医師・看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・管理栄養士・薬
剤師・社会福祉士・ 看護補助者・事務などさまざまな役割をもった職
員が在籍しています。

Q 入院中の食事はどのように
なっていますか？

食事の形態や制限内容は主治医の判断で適切なお食事を提供いたし
ます。

Q 入院費用はどのくらいかかり
ますか？

保険や病棟、お入りいただくお部屋によって異なります。入院費の内
訳は医療費・食費・自費(室料やリース代など)となります。お電話に
てお問い合わせいただく際に、保険情報などをお伝えください。概算
をお伝えすることが可能です。

Q 入院時に保証金などは必要で
すか？

保証金などはいただいておりません。

Q 生命保険や入院保険などの診
断書はお願いできますか？

医療保険でのご入院となります。契約内容で対象となるようであれ
ば、診断書のご用意が可能です。診断書作成には費用が発生します。

入院前に関するQ&A

退院後に関するQ&A

Q リハビリテーションにはどの
ような内容がありますか？

歩いたり、移動手段の訓練を主に行う理学療法、着替えや身の回りの
こと、手の訓練を主に行う作業療法、言葉や物を飲み込む練習を主に
行う言語療法など多岐にわたりますが、患者さまお一人お一人に必要
な内容をご提案いたします。患者さまの状況・状態を診察後、主治医
やリハビリスタッフで話し合い、リハビリテーションの内容・計画を
決めていきます。

Q 家族はリハビリテーションの
様子を見学できますか？

見学可能です。お気軽にいらしてください。

Q 未就学児の面会はできます
か？

可能ですが、感染症の流行時期等はご遠慮いただくこともあります。
各病院へお問い合わせください。

Q 入院期間中の外来受診はでき
ますか？

主治医が必要と判断し、緊急性が高い場合には外来受診が可能となる
こともあります。主治医にご相談ください。

Q 入院中自宅へ外出、外泊でき
ますか？

主治医の判断により可能です。患者さまが安全に外出、外泊できるよ
うに入院期間中に環境を整えていくこともさせていただいておりま
す。原則、１泊２日／月となっております。

Q 食べ物の持ち込みはできます
か？

まずは病院の食事を3 食召し上がっていただき全身管理をさせていただ
きたいと考えております。また、衛生上の観点からも持ち込みはご遠慮い
ただいております。特別にご希望がある場合は主治医にご相談ください。

Q 退院後はリハビリテーション
の継続はできますか？

医師の判断にはなりますが、さまざまな方法でリハビリテーションを
継続することが可能です。要介護認定を受けている方は、介護保険を
利用してデイケアや訪問リハビリテーションを受けることが可能で
す。また、医療機関で外来通院しながらリハビリテーションを受ける
こともできます。制度の利用方法は複雑ですので、入院期間中に担当
のソーシャルワーカーが患者さまのご希望や地域の状況を加味して
リハビリテーションの継続について調整させていただきます。

Q
退院後の生活が不安です。入
院期間中に自宅を見に来てく
れますか？

可能な範囲で、リハビリテーションの担当者やケアマネジャーなどと
ご自宅を訪問させていただくことも行っております。必要に応じて住
宅改修や、福祉用具のご提案もさせていただいております。

Q
介護保険のことや退院後の生
活について心配があるのです
が。

社会福祉士の資格を持ったソーシャルワーカーがご相談に応じます
ので、ご安心ください。介護保険の申請のお手伝いもしています。わ
からないことや不安なことがあれば、お声がけください。

入院中に関するQ&A
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入
院
す
る
ま
で
の
こ
と
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
ど
の
よ
う
な
お
気

持
ち
を
抱
え
て
い
ま
し
た
か
？

脳
卒
中
で
倒
れ
た
の
は
夫
で
、
ま
だ
50
代

な
の
に
…
…
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
脳

卒
中
は
高
齢
の
方
が
な
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
。
発
症
か
ら
急
性
期
で
の

治
療
で
ひ
と
段
落
つ
く
間
も
な
く
こ
ち
ら

を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
実
は

そ
の
時
、
本
人
も
家
族
も
気
乗
り
し
て
い

な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
不
安
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
病
院
で
の
生

活
が
続
く
の
か
…
…
と
い
う
憂
鬱
さ
が
特

に
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。そ
れ
と
、回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
つ
い
て
、

そ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。

実
際
に
ご
主
人
が
入
院
さ
れ
て
、

リ
ハ
ビ
リ
や
病
棟
で
の
生
活
は
い

か
が
で
し
た
か
？

正
直
に
言
っ
て
驚
き
ま
し
た
！
　
ま
ず
院

内
。
私
た
ち
が
想
像
し
て
い
た「
病
院
」の

イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
ホ
テ
ル
の
よ
う

な
過
ご
し
や
す
い
空
間
だ
っ
た
の
で
す
。

絵
画
や
ソ
フ
ァ
、
家
具
な
ど
、
こ
だ
わ
り

が
随
所
に
あ
り
ま
し
た
。
見
た
目
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が

人
格
を
尊
重
し
た
扱
い
を
基
礎
と
し
て
い

る
こ
と
は
明
確
で
、
私
た
ち
に
と
っ
て
こ

れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い
味
方
は
い
な
い
と
今

も
思
っ
て
い
ま
す
。毎
日
の
食
事
内
容
も
、

ま
る
で
家
庭
に
い
る
と
き
の
よ
う
な
愛
情

を
感
じ
ま
し
た
。季
節
の
特
別
食
も
あ
り
、

暮
ら
し
の
中
で
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

患
者
さ
ま
も
ご
家
族
も
大
変
な
時
期

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
に

関
し
て
は
い
か
が
で
し
た
か
？

ど
の
リ
ハ
ビ
リ
で
も
担
当
の
方
が
す
ご
く

親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
見
て
い
る

私
た
ち
家
族
に
も
思
い
や
り
が
し
っ
か
り

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。リ
ハ
ビ
リ
内
容
は
、

職
場
復
帰
を
め
ざ
す
主
人
の
思
い
を
汲
ん

で
く
れ
、
無
理
の
な
い
時
期
に
街
を
一
緒

に
歩
い
て
く
れ
た
り
、
電
車
に
乗
っ
て
移

動
す
る
練
習
を
取
り
入
れ
て
く
れ
た
り
。

焦
ら
な
い
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
を
入
れ
て
く

だ
さ
る
の
で
、
リ
ア
ル
に
職
場
復
帰
を
意

識
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

退
院
さ
れ
て
か
ら
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
フ
ォ
ロ
ー
は
十
分
に

あ
り
ま
し
た
か
？

入
院
中
、
ど
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
お
話
を

し
て
も
、
情
報
が
す
ぐ
行
き
わ
た
っ
て
い

た
よ
う
で
、
退
院
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ロ
ー

も
手
厚
く
、大
変
助
か
り
ま
し
た
。ま
た
入

院
中
、
退
院
し
て
か
ら
の
生
活
を
想
定
し

た
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
た
の
で
、
思
っ

た
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。こ
ち
ら
で
お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
、主

人
の
顔
の
表
情
が
明
る
く
な
り
、
本
当
に

利
用
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

発 症 50 代の旦那さまが脳卒中で倒れられ、急性期病院で
の治療を経て入棟

利 用 状 況 原宿リハビリテーション病院

リ ハ ビ リ
テーション

仕事復帰をめざし理学療法・作業療法による訓練が中心。自力で歩ける
ようになってから、通勤がスムーズにできるよう、街歩きや電車の乗車
訓練も実施。入棟から 5 ヵ月で退院した。

Case.01

驚くほど過ごしやすい空間で、配慮の行き届いた
サポートが本当にありがたかったです

50 代・女性（患者：50 代男性）

QQ

QQ

利用者の声
リアルなお気持ちをお聞きしました

「回復期リハビリテーション病棟」は一般的にまだ
未知なもの。実際に巨樹の会の病棟を利用した患者
さまやそのご家族に、入院中の生活ぶりや、当時の
お気持ちをうかがいました。

利 用 者
の 声

実
際
に
入
院
さ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
や
病
棟

で
の
生
活
は
い
か
が
で
し
た
か
？

入
院
が
決
ま
っ
た
時
、
一
人
で
は
立
ち
あ
が

る
こ
と
も
で
き
ず
、
暗
澹
と
し
た
思
い
で
お

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
入
院
し
て
か
ら
と
い
う

も
の
、
体
力
の
回
復
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

気
持
ち
の
変
化
も
感
じ
ま
し
た
ね
。
お
若
い

ス
タ
ッ
フ
さ
ま
方
の
元
気
な
声
は
、
そ
れ
だ

け
で
気
持
ち
が
明
る
く
な
る
も
の
で
、
院
内

の
ど
こ
で
も
気
持
ち
良
く
声
を
か
け
て
く
れ

る
皆
さ
ま
の
存
在
に
と
て
も
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
私
も
す
っ
か
り
若
返
っ
た
思
い
で
す
。
年

齢
的
に
体
力
面
で
不
安
が
あ
る
私
に
合
わ
せ

た
訓
練
内
容
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
の

で
、
つ
ら
い
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、
退
院
ま
で
や
り
き
れ
ま
し
た
。

退
院
後
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

現
在
は
居
宅
施
設
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
施
設
を
選
ぶ
と
き
に
は
場
所
や
施
設

の
状
態
な
ど
ま
で
一
緒
に
見
て
い
た
だ
き
、

利
便
性
の
い
い
、
私
に
あ
っ
た
場
所
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、リ
ハ
ビ
リ
を
担

当
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
方
々
か
ら
、
退
院

後
に
自
分
で
で
き
る
運
動
や
生
活
で
の
注
意

点
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
を
守
り
、
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
今
思

い
返
し
て
も
、
入
院
中
は
リ
ハ
ビ
リ
の
つ
ら

さ
よ
り
も
皆
さ
ん
に
良
く
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
強
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。

QQ

リ
ハ
ビ
リ
や
病
棟
で
の
生
活
は
い
か
が

で
し
た
か
？

入
院
前
に
家
族
で
病
棟
を
見
学
に
来
た
の
で

す
が
、不
安
だ
っ
た
気
持
ち
が
す
っ
と
明
る
く

な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
明
る
く

に
こ
や
か
で
、私
た
ち
よ
り
も
も
っ
と
不
安
で

い
た
義
父
に
も
、自
信
を
持
っ
て
勧
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
入
院
し
て
か
ら
は
、リ
ハ
ビ

リ
を
頑
張
る
義
父
の
姿
に
驚
く
こ
と
も
し
ば

し
ば
。
70
歳
を
超
え
る
義
父
で
す
か
ら
、筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
体
力
的
に
厳
し
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、理
学
療
法
士
の
方
を
は
じ
め

周
り
の
皆
さ
ん
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
、頑
張
れ
た
の
だ
と
本
人
も
言
っ
て
い

ま
し
た
。
病
棟
生
活
自
体
も
す
ご
く
快
適
で
、

お
見
舞
い
に
来
た
息
子（
義
父
に
と
っ
て
は
孫

で
す
）に
も
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
家

族
一
同
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

経
過
や
予
後
、
退
院
後
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

重
い
病
症
と
聞
い
て
い
た
の
で
、「
こ
れ
か
ら

は
、
1
人
で
歩
く
の
は
無
理
だ
ろ
う
」と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、入
院
前
に
不
安
だ
っ
た
の
が

嘘
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

発
症
か
ら
2
年
が
経
ち
、介
助
な
し
で
散
歩
が

楽
し
め
る
ま
で
に
回
復
し
、昨
年
は
家
族
旅
行

に
も
行
け
ま
し
た
。そ
れ
は
ひ
と
え
に
入
院
中

の
温
か
で
確
か
な
リ
ハ
ビ
リ
、そ
し
て
心
の
ケ

ア
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

QQ

発 症 階段を踏み外し転倒。骨折し治療後、入棟

利 用 状 況 蒲田リハビリテーション病院

リ ハ ビ リ
テーション

座る・立つから日常の動作まで。体の動かし方の練習だけでなく、日常
生活をスムーズに行えるよう筋力トレーニングや歩行訓練も導入。介助
なく散歩が楽しめることをゴールにリハビリを行った。

Case.02

年齢的な体力にも考慮いただいたおかげで
無理なくリハビリを頑張れました

80 代・男性

利 用 者
の 声

発 症 義父が脳卒中を発症。急性期病院での治療を経て入院

利 用 状 況 小金井リハビリテーション病院

リ ハ ビ リ
テーション

体に麻痺があったため、歩行訓練のほか食事をしたり、着替えたりする
生活の一つ一つを自分でできるよう作業療法と理学療法を中心としたリ
ハビリを行った。そのほか発語の訓練なども実施。

Case.03

精神的なケアも心強く、
家族一同感謝の気持ちでいっぱいです

40 代・女性（患者：70 代男性）

利 用 者
の 声
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カ
マ
チ
グ
ル
ー
プ　

病
院
紹
介

千葉みなとリハビリテーション病院
P61

● 狭山中央病院／新武雄病院／下関リハビリテーション病院 P68

● 所沢明生病院／福岡和白病院／新小文字病院 P69

● 新行橋病院／福岡新水巻病院／香椎丘リハビリテーション病院 P70

グループ病院紹介

関東回復期病院（急性期病棟保有含）

みどり野リハビリテーション病院
P59

原宿リハビリテーション病院
P52

赤羽リハビリテーション病院
P57

江東リハビリテーション病院
P56

小金井リハビリテーション病院
P58

五反田リハビリテーション病院
P53

松戸リハビリテーション病院
P62

明生リハビリテーション病院
P63

蒲田リハビリテーション病院
P54

東京品川病院
P55

八千代リハビリテーション病院
P60

新上三川病院
P65

新久喜総合病院
P64

新宇都宮リハビリテーション病院
P67

宇都宮リハビリテーション病院
P66
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DATA
［住所］〒 141-0031 東京都品川区西五反田 8-8-20　［電話］03-3779-8820
［設立］2015 年 10 月　［病床数］240 床　［駐車場］無　［スタッフ数］約 470 名

［上］屋上庭園では、外の空気を楽しみながらリハビリがで
きると好評です

［下］さまざまなリハビリに対応可能な設備を整えています

坂本 裕彦 院長

先進的なリハビリと心の交流、食べることを大切に
成果が出る回復期リハビリをめざして

消化器がんの外科治療を長く専門とし

てきたので、食べることが健康のために

とても大事だということは承知してお

りました。リハビリテーション病院で

は、まさに食べることがリハビリの成

否に関わることを実感しています。そ

こで患者さまには、やる気、食事、リ

ハビリがそろって成果につながるとお

話しするようにしています。

多くの患者さまが、「皆さんに良くして

もらって」や「食事がおいしくて」と言っ

てくださいます。その言葉に職員一同

力を頂き、患者さまと一緒になってリ

ハビリの成果を上げられるよう頑張っ

てまいります。

同時に新しい技術にも対応して、時代

を切り開くリハビリを実践することが

私たちの夢であり目標です。

一般社団法人 巨樹の会　五反田リハビリテーション病院

『
脳
卒
中
治
療
後
に
入
院
さ
れ
た
方
の
一
日

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
起
床
時

の
身
支
度
の
介
助（
更
衣
・
整
容
）
か
ら
始
ま
り
、

3
回
の
食
事
介
助（
嚥
下
）、
日
中
の
歩
行
訓
練
を

経
て
就
寝
準
備
ま
で
続
き
ま
す
。
休
憩
時
間
も
、

ラ
ウ
ン
ジ
で
車
い
す
や
背
も
た
れ
椅
子
に
座
り（
体

幹
筋
力
強
化
）、
患
者
同
士
の
語
ら
い
、
時
折
の

集
団
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
脳
機
能
の
活

性
化
と
四
肢
協
働
運
動
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
担
当
す
る
の
が
2
4
0
名
の
入
院
患
者

に
配
置
さ
れ
た
2
1
0
名
の
セ
ラ
ピ
ス
ト（
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
）、
1
2
0
名

の
看
護
師
と
70
名
の
看
護
補
助
者
で
す
。
10
名
の

医
師
が
看
護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
と
共
に
患
者

の
健
康
管
理
を
担
当
し
、
一
病
棟
に
2
名
配
置
さ

れ
た
社
会
福
祉
士
は
、
自
宅
退
院
後
の
介
護
体
制

の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

当
院
の
特
徴
の
一
つ
は
、
山
手
線
五
反
田
駅
か

ら
徒
歩
8
分
の
至
近
距
離
に
あ
る
こ
と
で
す
。
都

内
の
生
活
を
離
れ
て
入
院
さ
れ
た
方
々
に
と
っ
て
、

ご
家
族
・
ご
友
人
と
の
頻
回
な
語
ら
い
は
何
よ
り
の

励
ま
し
で
す
。

　

当
院
は
、
急
性
期
病
院
か
ら
の
転
院
希
望
者
の

受
け
入
れ
を
翌
朝
の
入
院
判
定
会
議
で
決
定
し
、

一
日
も
早
い
自
宅
退
院
と
社
会
復
帰
の
お
手
伝
い

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

お
見
舞
い
の
し
や
す
さ
も

訓
練
を
支
え
る
大
き
な
力
に

1980 年東京大学医学部卒業。専門は消化器外
科。東京大学医学部附属病院、国保旭中央病院、
静岡県立総合病院、社会保険中央総合病院、埼
玉県立がんセンター病院長、江東リハビリテー
ション病院を経て、2021 年 10 月院長就任。

DATA
［住所］〒 150-0001 東京都渋谷区神宮前 6-26-1　［電話］03-3486-8333
［設立］2015 年　［病床数］332 床　［駐車場］35 台　［スタッフ数］約 650 名

［上］運動機能の改善を手助けするリハビリ用ロボットスーツ
（ＨＡＬ）
［下］病院の敷地内には自然豊かな「森の散歩道」

整った設備とチーム医療で
お一人お一人に合ったリハビリテーションを

当院は病床数332床を有し、都心にあ

るアジアで最大規模のリハビリテー

シ ョ ン 専 門 病 院 で す。 ロ ボ ッ ト ス ー

ツ「HAL®」やドライビングシミュレー

ター、心臓疾患のある方も少ない負荷

で運動できる心臓リハビリ用の最新設

備を有するとともに、豊富な人材を生

かし、オーダーメイドのリハビリを行っ

ています。また、摂食嚥下センターを

開設するほか、歯科室に歯科ユニット、

歯科用エックス線を完備し、質の高い

口腔ケアも提供。多くの診療科の専門

家と優秀なスタッフをそろえ、365日密

度の高い良質なリハビリ医療を提供し

ています。さらに日常生活の活動機能

を早期に回復させることで、患者さま

が充実した生活に一日でも早く戻れる

ようにと考えています。

一般社団法人 巨樹の会　原宿リハビリテーション病院

華
や
か
な
表
通
り
か
ら
一
歩
入
っ
た
静
か
な
エ

リ
ア
に
あ
る『
原
宿
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
』。
当
院
の
2
階
は
フ
ロ
ア
す
べ
て
が
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
な
っ
て
お
り
、
早
期
の

歩
行
や
立
ち
上
が
り
の
訓
練
に
役
立
つ
ロ
ボ
ッ
ト

ス
ー
ツ
、〈
Ｈ
Ａ
Ｌ
®
〉を
は
じ
め
、
心
電
図
・
血
圧
・

呼
気
ガ
ス
を
計
測
し
な
が
ら
運
動
を
行
え
る
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
設
備
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
備
え
て
い

ま
す
。

　

当
院
で
は
元
気
な
若
い
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が

2
6
0
名
勤
務
し
て
お
り
、
豊
富
な
人
材
を
生
か

し
て
患
者
さ
ま
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
リ
ハ
ビ
リ
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
個
別
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
以
外

に
は
、
趣
味
の
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
生
活
メ
ニ
ュ
ー
を
プ
ラ
ン
に
組
み
込
み
、
離
床

を
促
進
。
現
在
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ま
の
年

齢
層
は
、
若
い
年
齢
の
方
か
ら
上
は
1
0
0
歳
を

超
え
る
方
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
原
宿
と
い

う
土
地
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
も
あ
り
、
都
内
近
郊

に
住
む
ご
家
族
が
頻
繁
に
お
見
舞
い
に
訪
れ
る
こ

と
も
多
く
、
患
者
さ
ま
の
毎
日
の
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
患
者
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
、
院

内
の
整
備
と
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。目
標
は「
安

心
安
全
な
医
療
」と「
快
適
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
環
境
」。
東
京
都
心
に
お
け
る
当
グ
ル
ー
プ
の
新

た
な
拠
点
と
し
て
、
期
待
を
受
け
る
存
在
で
す
。

充
実
の
設
備
と
豊
富
な
人
材
で

離
床
を
後
押
し
す
る
好
環
境

窪地 淳 院長
1979 年慶 應義塾大学医学部卒業。医学博士。
専門は消化器外科。米国テネシー大学への留学
を経て、東京医療センター手術診療部長・外科
医長・医療安全管理部長、さいたま市立病院副
院長・院長などを経験。2021 年 10 月院長就任。

東
京
都

東
京
都

Dr’s COMMENT

Dr’s COMMENT
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Dr’s COMMENT

Dr’s COMMENT

DATA
［住所］〒 143-0015 東京都大田区大森西 4-14-5　［電話］03-5767-7100
［設立］2011 年 5 月　［病床数］180 床　［駐車場］無　［スタッフ数］約 365 名

［上］開放的でリハビリができる屋上
［下］広く明るいリハビリ室と充実したリハビリ器具

前原 正明 院長

社会的背景を考慮したシステムの構築が課題
患者さまの回復を第一に、チーム医療の実現をめざす

団塊の世代といわれる年代の人々が高齢

者の仲間入りをし、病気になる方が増え

る中で、地域医療の重要性が声高に叫ば

れるようになりました。そんな今の時代

において、近隣の大きな病院、いわゆる

急性期病床を脱した段階で当院へいらっ

しゃる患者さまの在宅、社会復帰に向け

て連携し合えるシステムづくりは急務で

あると考えます。

当院では、障害のある患者さまの能力を

身体的・精神的・社会的・職業的・経済的

に回復させることを第一に考え、全職員

が手を取り合って団結し、一家族のごと

く、良質な「チーム医療」の実現に力を注

いでまいります。

一般社団法人 巨樹の会　蒲田リハビリテーション病院
東
京
都

平
成
23
年
に
開
院
し
た『
蒲
田
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
』は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
床
が
少
な
い
と
さ
れ
る
東
京
近
郊
に
て
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
啓
発

す
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の
在
宅
復
帰
率

は
約
90
％
。
ご
自
宅
に
戻
ら
れ
る
ほ
か
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
医
療
行
為
を
ほ
ぼ
必
要
と
し
な

い
施
設
へ
の
復
帰
が
叶
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
特
徴
は「
明
る
さ
と
笑
顔
」。
太
陽
光
が

満
ち
る
高
い
天
井
、
見
晴
ら
し
の
良
い
屋
外
テ
ラ
ス

な
ど
が
設
置
さ
れ
た
院
内
は
、
常
に
開
放
的
な
空

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
生
き
生
き

と
し
て
お
り
、
日
頃
か
ら
自
己
研
鑽
と
自
己
学
習

を
行
い
、
患
者
さ
ま
に
最
適
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
分
の
肉
親
に
接
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
患

者
さ
ま
と
接
し
て
お
り
、
そ
の
思
い
が
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
と
専
門
分
野
に
特
化
し
た
ス
タ
ッ
フ
が

協
議
し
、
段
階
に
応
じ
た
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施

を
す
る
な
ど
チ
ー
ム
医
療
の
実
現
に
も
注
力
。
認
知

症
患
者
の
受
け
入
れ
で
は
、
神
経
内
科
専
門
の
医
師

が
中
心
と
な
り
患
者
さ
ま
・
ご
家
族
と
ス
タ
ッ
フ
の

相
互
理
解
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

在
宅
復
帰
以
降
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
・
展
開

し
、
ご
自
宅
や
施
設
へ
の
復
帰
後
、
当
院
の
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

明
る
く
、
温
か
な
サ
ー
ビ
ス
で

在
宅
復
帰
を
後
押
し
す
る

1974 年、横 浜市 立 大 学 卒 業。慶 應 義 塾 大 学
外 科心臓 血管外 科、アラバマ大学胸部 心臓外
科、防 衛医科大学校外 科教授などで 経 験を積
む。日本心臓血管外科学会名誉専門医ほか。

DATA
［住所］〒 140-8522 東京都品川区東大井 6-3-22　［電話］03-3764-0511
［設立］2018 年 4 月　［病床数］400 床　［駐車場］有　［スタッフ数］約 1,100 名

［上］回復期病床はゆったりとした空間に高級感のあるしつら
えで、入院中落ち着いて過ごせる

［下］一度に 8 人が利用可能な高気圧酸素治療装置

蒲池 健一 院長

スタッフ一人ひとりの力をより合わせ
チームで地域のニーズに応えたい

救命を第一に、リハビリテーションや内

科に加え、脊髄脊椎外科などの外科系も

取り入れた幅広い診療を提供する当院で

すが、一番の強みは「人」。前身の病院か

ら活躍する人やグループ施設から異動し

てきた人など、さまざまなバックグラウ

ンドを持つスタッフが、これまで培った

技術やノウハウを生かして、チーム一丸

となって診療に取り組んでいます。私も

その一員として、ハードな仕事こそ率先

して行うことで、士気を高めていきたい。

そうして皆の力をより合わせて、地域の

ニーズに応えたいと思っています。平成

31年４月に脳神経内科と形成外科を開設

したのもその一環で、同時に土曜診療も

開始しました。令和元年10月に産科も再

開し、地域に根差した総合病院としての

役割を全うしていきます。

社会医療法人社団 東京巨樹の会　東京品川病院

前
身
の
東
芝
病
院
か
ら
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
平

成
30
年
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た『
東
京
品
川
病

院
』。「
助
か
る
命
を
助
け
た
い
」と
い
う
カ
マ
チ
グ

ル
ー
プ
の
理
念
に
基
づ
き
、
救
急
医
療
に
注
力
す
る

当
院
で
は
、
24
時
間
3
6
5
日
診
療
を
受
け
入
れ

る「
断
ら
な
い
医
療
」を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
重
症
患
者
を
含
む
救
急
の
受
け
入
れ
や
か
か
り

つ
け
医
か
ら
の
紹
介
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
の
は
、

そ
の
モ
ッ
ト
ー
を
地
道
に
実
践
し
て
き
た
結
果
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
背
景
に
は
、「
地
域
に
貢
献
し

た
い
」と
い
う
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
想
い
が
あ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
脳
神
経
外
科
、
脊
髄
脊
椎
外
科
、
乳
腺

外
科
、
血
管
外
科
を
開
設
し
、
よ
り
幅
広
い
疾
患
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
た
こ
と
も
大
き
い
と
い

え
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
の
強
み
で
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
を
設
置
。
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で
一

連
の
流
れ
を
院
内
で
完
結
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
こ
の
環
境
を
生
か
し
、
で
き
る
限
り
早
く
に

急
性
期
治
療
を
行
い
、
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
す
る
ま

で
の
期
間
を
短
縮
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

早
期
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
寝
た
き
り
を
防
ぐ
こ
と
で
、

筋
力
や
認
知
機
能
の
低
下
を
食
い
止
め
、
退
院
後
の

患
者
さ
ま
の
Q
O
L（
生
活
の
質
）向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

断
ら
な
い
医
療
を
モ
ッ
ト
ー
に

救
急
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
対
応

2006 年久留米大学医学 部 卒 業。外 科 の医 師
として研鑽を積む一方で、原宿リハビリテーショ
ン病院をはじめとする５つの病院の立ち上げに
関わる。2019 年 4 月より院長に就任。

東
京
都
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DATA
［住所］〒 136-0073 東京都江東区北砂 2-15-15　［電話］03-6880-1555
［設立］2017 年 10 月　［病床数］300 床　［駐車場］有　［スタッフ数］約 520 名

［上］各種トレーニングマシンを設置
［下］屋上庭園では、自然を感じながら歩行訓練ができます

梅北 信孝 院長

快適な環境で、最大限の効果を引き出すリハビリテーション
質・量ともに満足のいく病院づくりに全力

私は三次救急病院の院長として、区東

部の救急医療、がん医療に長く携わっ

てきました。ここへ来て、転倒で骨折

した高齢者も適切なリハビリテーショ

ンを受けることで寝たきりにならず、

自宅で生活できたり、脳卒中を要因と

する言語障害や食べ物をうまく飲み込

めなかった方が、専門スタッフによる

チーム医療で状態が良くなる姿を目に

したりと、その効果に私自身が驚いて

います。当院はスカイツリーを望む美

しい景観も自慢です。真新しい快適な

環境で、楽しみながらリハビリテーショ

ンを受けていただくことを目標に、質

量ともに一流といわれる回復期リハビ

リテーション病院をつくりたいと思い

ます。

一般社団法人 巨樹の会　江東リハビリテーション病院

こ
れ
ま
で
回
復
期
に
特
化
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
が
な
か
っ
た
江
東
区
に

誕
生
し
た『
江
東
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
』。

急
性
期
病
院
で
の
治
療
後
早
い
段
階
で
受
け
入
れ
、

一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

早
期
自
立
と
社
会
復
帰
の
支
援
に
、
グ
ル
ー
プ

で
初
め
て
導
入
す
る
の
が
職
業
復
帰
に
向
け
た

ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
。
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
を
想
定
し
、
30
・
40
代
で
脳
卒
中
な
ど
高
次
脳
機

能
障
害
を
負
っ
て
も
仕
事
に
復
帰
で
き
る
よ
う
重

点
的
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
脳
卒
中
な
ど
が
原
因
で
、
口
腔
器
官
の
筋

力
低
下
に
よ
る
嚥
下
障
害
が
生
じ
、
誤
嚥
性
肺
炎

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
方
も
安
全
に
食
事

が
で
き
る
よ
う
管
理
栄
養
士
や
言
語
聴
覚
士
、
作

業
療
法
士
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

病
棟
で
は
24
時
間
3
6
5 

日
、
看
護
師
・
看
護

補
助
者
が
患
者
さ
ま
を
援
助
。「
訓
練
の
成
果
と
し

て
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
A
D
L（
日
常
生
活
動

作
）」
を
、「
い
つ
も
し
て
い
る
A
D
L
」
と
な
る
よ

う
に
、
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
た
身
体
的
・

精
神
的
援
助
を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
へ
の
介
助
の

技
術
的
、
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。
不
安

な
く
住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
に
帰
れ
る
よ
う
支
援

す
る
こ
と
も
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
す
。

2
0
1
7
年
に
新
規
開
院

地
域
の
リ
ハ
ビ
リ
を
支
え
る

1976 年、東京大学卒業。専門は消化器外科、
特に肝胆膵外科、内視鏡外科。日本外科学会・
日本消化器外科学会指導医。東京都立墨東病
院院長などを経て、2017 年 9 月院長就任。

東
京
都

東
京
都

Dr’s COMMENT

DATA
［住所］〒 115-0055 東京都北区赤羽西 6-37-12　［電話］03-5993-5777
［設立］2013 年 5 月　［病床数］240 床　［駐車場］17 台　［スタッフ数］約 480 名

［上］充実したリハビリ施設を導入しております
［下］ドライブシミュレーターを完備

小中 千守 院長

急性期病院での経験を生かし
スタッフ一丸となって患者さまの回復に努める

私は、急性期病院にて呼吸器外科医と

して、肺がんの診断と治療を中心に経

験してまいりましたので、手術後や化

学療法後の回復期リハビリテーション

の役割については認識しておりました。

近年、急性期病院の機能見直しと入院

期間の短縮により、回復期リハビリテー

ション病院が重要視され始めてきまし

た。私は、回復期リハビリの使命につ

いて、急性期病院で治療した後に早期

に社会や家庭に復帰することや、寝たき

り防止などにより患者さまのQOLを向

上させることだと考えております。当

院は、国立スポーツ科学センターとス

ポーツの森公園に隣接した穏やかな環

境下にあります。スタッフ一丸となり、

患者さま一人ひとりの回復期リハビリ

をサポートしてまいる所存です。

一般社団法人 巨樹の会　赤羽リハビリテーション病院

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
必
要
性

が
増
す
都
心
部
に
お
い
て
、
そ
の
不
足
を
補

う
形
で
平
成
25
年
に
誕
生
し
た
の
が『
赤
羽
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
』で
す
。

　

神
経
内
科
、
脳
神
経
外
科
、
整
形
外
科
、
循
環
器

内
科
、
呼
吸
器
外
科
な
ど
幅
広
い
分
野
の
医
師
が
そ

ろ
い
、
特
に
神
経
系
で
高
い
実
績
を
誇
り
ま
す
。
そ

の
た
め
脳
血
管
障
害
を
抱
え
て
い
る
患
者
さ
ま
も

安
心
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
言
語
聴
覚
士
が
多
数
在
籍
し
て
い
る
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
嚥
下
障
害
に
加
え
て
高
次
脳
機

能
や
認
知
症
へ
の
ケ
ア
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

身
体
機
能
や
伝
達
機
能
、
嚥
下
機
能
の
回
復
を
行

う
基
本
の
リ
ハ
ビ
リ
に
加
え
、
退
院
前
に
ご
自
宅
へ

訪
問
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
成
果
が
生
か
せ
る
環
境
か
ど

う
か
把
握
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
ご
自
宅
の
環
境
を

考
慮
し
た
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
や
、
介
護
方
針
を
設

定
し
ま
す
。
患
者
さ
ま
の
実
際
の
運
動
機
能
と
ご
家

族
の
認
識
に
食
い
違
い
が
あ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

ご
家
族
と
し
っ
か
り
面
会
を
し
、
患
者
さ
ま
ご
本
人

の
運
動
能
力
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
配
慮
し

て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
地
元
中
高
生
の
職
場
体
験
受
け
入
れ
を

行
う
な
ど
、
地
域
貢
献
に
も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
医
療
の
中
心
地

と
し
て
、
周
辺
の
皆
さ
ま
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

医
師
と
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
で

患
者
さ
ま
と
ご
家
族
を
支
え
る

1979 年、東京医科大学大学院修了。スウェー
デン王立カロリンスカ病院、ノーベル医学研究
所研究員、東松山医師会病院副院長、化学療
法研究所附属病院副院長、同研究所所長、国
際医療福祉大学市川病院呼吸器外科部長、教
授などを経て、2022 年４月現職就任。

Dr’s COMMENT
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DATA
［住所］〒 184-0013 東京都小金井市前原町 1-3-2　［電話］042-316-3561
［設立］2012 年 5 月　［病床数］220 床　［駐車場］40 台　［スタッフ数］約 400 名

［上］落ち着いた療養環境の個室
［下］和室のシミュレーションルーム

金 隆志 院長

社会に役立てる医師でありたい
患者さまの回復と仲間との交流に支えられる毎日

私自身は「世のため、人のためになる仕

事をしたい」という思いと、さらに運動

機能への興味があったことから、整形

外科医の道を選びました。開業医経験

はありましたが、脳疾患により話すこ

とができなかった患者さまが、言語聴

覚士のアプローチによって言葉を発し

たり、自力で食事ができなかった方が

ご自身で食べられるようになっていく

様子を多く目にできるのは、回復期リ

ハビリテーション病院に勤務したから

こそであり、毎日このようなうれしさ

を実感しています。

当院はスタッフ同士の交流が活発で、季

節のイベントが開催される際は私も積

極的に参加しており、いつも元気をも

らっています。

一般社団法人 巨樹の会　小金井リハビリテーション病院

400
人
を
超
え
る
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
す
る『
小

金
井
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
』。
患

者
さ
ま
は
75
歳
以
上
の
方
が
多
い
た
め
、
寝
た
き
り

の
防
止
も
考
慮
し
な
が
ら
回
復
期
を
見
極
め
た
上

で
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た

住
み
慣
れ
た
街
と
家
で
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、

ご
自
身
の
足
で
歩
く
こ
と
が
重
要
と
位
置
付
け
、
歩

行
訓
練
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
高
次
脳
機
能
障
害
に
対
す
る
リ

ハ
ビ
リ
へ
の
対
応
力
強
化
で
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ま
の

在
院
日
数
短
縮
や
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
早
期
在
宅
復

帰
は
常
に
意
識
す
べ
き
課
題
と
捉
え
、
学
会
発
表
な

ど
を
通
し
て
、
病
院
全
体
の
知
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

脳
神
経
外
科
、
神
経
内
科
、
整
形
外
科
の
医
師
が

常
勤
す
る
当
院
。
連
携
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

知
識
を
生
か
す
こ
と
で
、
高
い
治
療
効
果
を
提
供
で

き
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
中
に
病
気

が
再
発
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
患
者
さ

ま
の
様
子
に
は
常
に
目
を
配
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
順
守
し
て
い
る
の
は
、「
病

だ
け
で
な
く
、
人
を
診
る
」。
人
生
の
先
輩
方
で
あ

る
患
者
さ
ま
に
敬
意
を
持
っ
て
接
す
る
姿
勢
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
院
外
活
動
で
は
、
運
動
会
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
。
近
隣
医

療
機
関
と
密
接
な
関
係
性
を
構
築
し
、
こ
れ
か
ら
も

「
地
域
に
根
付
い
た
病
院
」と
し
て
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

在
宅
復
帰
を
見
据
え
た

「
歩
行
訓
練
」を
重
要
視

1977 年、昭和大学卒業。大学病院勤務などを
経て診療所を開業した後、2010 年巨樹の会グ
ループ 病院にて整 形外 科医として勤務。2012
年院長就任。趣味は 30 年以上続けているゴル
フ。

神
奈
川
県

東
京
都

Dr’s COMMENT

DATA
［住所］〒 242-0007 神奈川県大和市中央林間 2-6-17　［電話］046-271-1221
［設立］2010 年 5 月　［病床数］136 床　［駐車場］有（26 台）　［スタッフ数］約 280 名

［上］開放的な広々とした空間の作業療法室。
［下］屋上から街並みを臨め、リフレッシュにも最適

大山 治 院長

最大限の力で患者さまと向き合うことで
心と体の満足度向上に努めたい

当院では、夕食後のカラオケやDVD

鑑賞をはじめとしたナイトレクリエー

ション、お風呂のない日の足湯、週2 回

のフェイスマッサージとクレンジング

など、工夫を凝らしたさまざまな取り

組みを行っています。長い入院生活を

送る患者さまの中には拘束感を持たれ

る方もいらっしゃいますので、こうし

たケアを通じて心と体をリフレッシュ

していただければ幸いです。

私の専門は循環器分野。これまでに培っ

た「能力や経験すべてを注ぎ込み、最善

を尽くす」という信念をリハビリにも生

かし、患者さまの早期退院と社会復帰、

そして退院後の手厚いフォローを実現

できるよう今後も努力を続けていきま

す。

医療法人社団 神奈川巨樹の会　みどり野リハビリテーション病院

急
性
期
病
院
を
前
身
と
す
る『
み
ど
り
野
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
』は「
ベ
ッ
ド
か

ら
離
れ
た
入
院
生
活
」を
指
針
に
、
座
る
・
立
つ
な

ど
の
動
作
を
ご
自
身
で
行
え
る
よ
う
推
進
。
ま
た
、

食
堂
で
の
食
事
を
重
要
視
し
、
お
口
か
ら
食
べ
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
に
も
食
堂
で
の
栄
養
摂
取
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
の
声
を
聞
き
、
顔

を
見
る
こ
と
で
食
事
へ
の
意
欲
を
育
て
、
リ
ハ
ビ

リ
へ
の
意
識
向
上
を
期
待
す
る
も
の
。
そ
の
他
、

院
内
で
の
編
み
物
や
屋
外
で
の
園
芸
作
業
な
ど
を

通
し
て
人
と
会
話
す
る
時
間
を
多
く
設
け
、
認
知

症
の
予
防
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

訓
練
で
は
買
い
物
、
調
理
、
バ
ス
乗
車
、
入
浴

な
ど
日
々
の
暮
ら
し
を
想
定
し
身
体
機
能
と
思
考

力
を
強
化
。
入
院
時
と
退
院
後
の
生
活
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
減
ら
し
早
期
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
退
院
前
の
自
宅
訪
問
で
は
、
担
当
ス
タ
ッ
フ

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
退
院
後
に
生
活
し
や
す
い

環
境
を
検
討
し
ス
ム
ー
ズ
な
在
宅
復
帰
の
た
め
の

提
案
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ま
の
大
部
分
は
脳
血
管
障
害
、
運
動
機

能
障
害
、
肺
炎
に
よ
る
寝
た
き
り
の
方
な
ど
を
は

じ
め
と
し
た
急
性
期
の
病
院
か
ら
の
転
院
者
で
す
。

前
身
の
急
性
期
病
院
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
て

多
様
な
症
例
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
し
、
多

く
の
方
に
早
期
退
院
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
当
院

の
願
い
で
す
。

早
期
社
会
復
帰
を
め
ざ
し
行
う

暮
ら
し
を
想
定
し
た
リ
ハ
ビ
リ

 1981 年、聖マリアンナ医科大学卒業。「医療
はサービス業である」という考えのもと、高いプ
ライドと技術をもって診療に取り組む。リハビリ
テーション科・循環器内科担当。
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DATA
［住所］〒 260-0024 千葉県千葉市中央区中央港 1-17-18　［電話］043-245-1555
［設立］2014 年 4 月　［病床数］180 床　［駐車場］有　［スタッフ数］約 380 名

［上］リハビリ室は広々としており、あらゆる訓練が可能です
［下］ドライブシミュレーターも完備

片山 薫 院長

回復期リハビリテーションの必要性と
「人」の可能性を広く伝えたい

私は神経内科を専門としており、長年

にわたり救急医療の現場で薬剤や治療

機器の進歩を体感してきました。当グ

ループの別病院に入職した際、スタッ

フの技術によって重症の患者さまがみ

るみる回復する姿を見て衝撃を受けま

した。リハビリの理論をベースにスタッ

フが実際に手足を使っての指導は、救

急医療現場の投薬や治療機器と同等の、

もしくはそれ以上の力を持っているの

ではないかと感じたほどです。

当院の運営を通じて回復期リハビリ

テーションのパワーと、人本来が持つ

身体機能の可能性を広く啓発し、少し

でも多くの患者さまの機能回復に寄与

していくことが目標です。

一般社団法人 巨樹の会　千葉みなとリハビリテーション病院

海
沿
い
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
趣
を

有
す
る
『
千
葉
み
な
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
』。
充
実
の
設
備
に
加
え
、
千
葉
港
発
祥
の

地
に
隣
接
し
、
天
気
の
良
い
日
は
東
京
湾
を
一
望

出
来
る
環
境
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。
神
経
内
科
医

の
片
山
薫
院
長
を
筆
頭
に
、
脳
神
経
外
科
・
外
科
・

整
形
外
科
・
心
療
内
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・

心
臓
血
管
外
科
・
歯
科
等
異
な
る
専
門
を
持
つ
10

名
の
常
勤
医
師
が
在
籍
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
を

有
す
る
患
者
さ
ま
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
1
8
0

名
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ま
一
人
ひ
と

り
の
段
階
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
リ
ハ
ビ
リ
以
外
の
時
間
に
も
、

看
護
師
や
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
日
常
生
活
を

想
定
し
た
動
作
を
根
気
強
く
繰
り
返
し
練
習
す
る

こ
と
で
「
ベ
ッ
ド
か
ら
離
れ
た
日
常
」
が
意
識
で

き
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
在
宅
復
帰
へ
と
着
実
に

歩
み
を
進
め
ら
れ
る
環
境
で
す
。

　

10
代
か
ら
1
0
0
歳
代
の
幅
広
い
年
齢
層
の
患

者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
県
内
の
急
性

期
病
院
等
と
連
携
は
元
よ
り
、
自
動
車
運
転
実
車

評
価
の
た
め
の
教
習
所
と
の
連
携
、
特
別
支
援
学

級
と
の
連
携
、
ま
た
地
域
の
在
宅
医
療
・
介
護
を

支
え
て
い
る
事
業
所
等
と
も
密
な
連
携
を
心
掛
け
、

患
者
さ
ま
や
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か

な
ケ
ア
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
今
後
も
中
核
を
担

う
地
域
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
と

し
て
役
割
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

切
れ
目
の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
で

効
果
的
な
機
能
回
復
を
実
施

1984 年、千葉 大学医学 部 卒 業。千葉 大学医
学部附属病院神経内科、国立療養所千葉 東病
院、成田赤十字病院などで救 急医療や神経疾
患の治療に貢献。

DATA
［住所］〒 276-0015 千葉県八千代市米本 1808　［電話］047-488-1555
［設立］2006 年 4 月　［病床数］240 床　［駐車場］有　［スタッフ数］約 420 名

［上］千葉県初上陸！！タイロモーションシステム　アマデオ
（手指ロボット）
［下］障害者用に改造した本物の車を使った訓練が可能です

妻鳥 元太郎 院長

専門的なリハビリにも取り組み
地域の皆さまの暮らしを支えていきたい

240床に増床後は、よりスムーズに患者

さまを受け入れられるようになり、連携

先の病院の先生方からは「とても助かっ

ています」とお声をかけていただいてい

ます。私たちに求められているのは、急

性期病院から患者さまを引き受け、在

宅医療や介護へとつなぐこと。これま

で通り患者さまを幅広く受け入れるの

はもちろんですが、当院ならではの取

り組みとして、脊髄損傷の患者さまの

トレーニングにも力を入れております。

専門的なリハビリを提供するため、日々

研鑽しております。病院の規模は大き

くなっても、スタッフ同士のチームワー

クを維持しながら、患者さまに寄り添

うリハビリを実践していきます。

一般社団法人 巨樹の会　八千代リハビリテーション病院

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
広
々
と
し
た
敷
地
内

に
建
て
ら
れ
た
『
八
千
代
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
』
は
、
落
ち
着
い
た
環
境
で
患
者
さ

ま
が
リ
ハ
ビ
リ
に
向
か
い
合
え
る
時
間
と
空
間
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
約
2
0
0
名
の
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
が
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
心
が
け
、
明

る
く
広
々
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
室
で
は
、
退
院
後
の

日
常
生
活
を
想
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
。
自

動
車
運
転
再
開
に
向
け
て
は
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
、
障
害
者
用
に
改
造
さ
れ
た
実

車
を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
麻
痺
な
ど
で
動
作

が
不
安
定
な
患
者
さ
ま
が
安
全
に
調
理
で
き
る
よ

う
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
調
理
訓
練
の
オ
ー
プ
ン
キ
ッ

チ
ン
で
希
望
に
応
じ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
先
進
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
用

い
た
手
や
指
の
リ
ハ
ビ
リ
用
機
器
も
導
入
し
、
ゲ
ー

ム
感
覚
で
楽
し
く
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
る
と
好
評
で

す
。
屋
外
の
外
周
路
で
は
横
断
歩
道
、
坂
道
、
不

整
地
な
ど
も
模
擬
さ
れ
、
安
心
し
て
ご
退
院
で
き

る
レ
ベ
ル
に
至
る
ま
で
の
訓
練
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
最
新
の
設
備
と
細
心
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
用
い
、
豊
富
な
人
員
で
3
6
5
日
途
切

れ
な
い
リ
ハ
ビ
リ
を
支
え
る
、
そ
れ
が
当
院
の
役

割
で
す
。

　

千
葉
県
内
最
大
規
模
の
2
4
0
床
を
有
す
る
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
と
し
て
、
今
後

も
よ
り
充
実
し
た
体
制
を
構
築
し
な
が
ら
地
域
と

患
者
さ
ま
へ
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
機
能
が
充
実

社
会
復
帰
を
支
え
る
リ
ハ
ビ
リ

防衛医科大学卒業。海上自衛隊の医官として臨
床に携わり、自衛艦 隊 指令 部医務 長、自衛隊
大 湊 病院院長、自衛隊佐世保 病院院長などを
歴 任。2009 年防 衛 医 科大 学 教 授に就任し医
学生の教育に尽力。2019 年 6 月から現職。

千
葉
県

千
葉
県

Dr’s COMMENT
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DATA
［住所］〒 359-1106 埼玉県所沢市東狭山ヶ丘 4-2681-2　［電話］04-2929-2220
［設立］2009 年 5 月　［病床数］111 床　［駐車場］有　［スタッフ数］約 210 名

［上］明るく広々としたリハビリ室
［下］在宅復帰に向けた調理訓練

柳田 茂樹 院長

回復期リハビリの効果を伝えることで
より多くの人の「生活の支え」に

私は 30 年間、自衛隊という組織に在籍

してきました。その経験を生かし、組

織を健全に保つことに力を尽くす所存

です。風通しの良い職場環境を作るこ

とと、今ある人材で組織のパワーを上

げていくこと。2 ～ 3 年かけて、この 2

つを実現していきたいと思っています。

当院のドクターとよく話すのは、「回復

期の病院では、歩けなかった人がリハ

ビリに取り組むことで、退院するとき

には歩いて帰ることもできる、という

ことが一般的にあまり知られていない」

こと。私自身も着任するまでは、回復

期病院で患者さんがこんなにも良くな

るとは思ってもみませんでした。回復

期リハビリの必要性を積極的に伝えて

いくことも重要ですね。

一般社団法人 巨樹の会　明生リハビリテーション病院

『
明
生
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
』
は
リ

ハ
ビ
リ
専
門
病
院
と
し
て
、
重
症
疾
患

や
救
急
医
療
に
対
応
す
る「
所
沢
明
生
病
院
」と
と

も
に
誕
生
し
ま
し
た
。
所
沢
明
生
病
院
と
は
緊
密

な
連
携
体
制
を
確
立
し
転
院
前
か
ら
入
院
に
至
る

ま
で
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
。
ス
ム
ー

ズ
な
転
院
が
可
能
な
上
、
転
院
後
も
所
沢
明
生
病

院
の
医
師
が
定
期
的
に
回
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
早
期
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
さ
れ
た
方

へ
の「
介
護
保
険
対
応
に
よ
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」と
介
護
保
険
対
象
外
の
方
へ
の「
医
療
保

険
対
応
に
よ
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」も
提

供
。
日
常
生
活
動
作
の
練
習
か
ら
、
ご
家
族
に
向

け
た
介
護
方
法
の
指
導
ま
で
、
そ
の
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

入
院
や
病
気
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
る

地
域
医
療
連
携
室
で
は
、
院
内
見
学
を
は
じ
め
と

し
た
入
院
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

必
要
に
応
じ
て
外
部
の
医
療
福
祉
関
連
機
関
や
近

隣
病
院
の
紹
介
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

狭
山
ヶ
丘
駅
か
ら
近
い
と
い
う
利
便
性
も
魅
力

の
一
つ
で
す
。
住
宅
街
に
あ
り
な
が
ら
病
院
の
周

辺
に
は
緑
が
多
く
、
病
院
内
は
明
る
い
色
使
い
の

デ
ザ
イ
ン
と
充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
施
設
。
活
気
に

あ
ふ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ま
の
回
復
に
向
け

て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

救
急
病
院
や
近
隣
施
設
と
の

強
固
な
連
携
が
強
み

1984 年防衛医科大学卒業、海上自衛隊入隊。
横須賀病院副院長、防衛医科大学病院総合臨
床部診療部長、舞鶴病院病院長、自衛隊中央
病院副院長などを経て 2018 年 1 月より現職。

DATA
［住所］〒 270-2232 千葉県松戸市和名ケ谷 1009-1　［電話］047-703-1555
［設立］2014 年 4 月　［病床数］180 床　［駐車場］有（27 台）　［スタッフ数］約 320 名

［上］和室もあるので、生活に合わせたリハビリが可能
［下］足湯はリハビリでもあり、楽しみでもあります

岡田 仁 院長

笑顔の連鎖がリハビリの糧に
「治す」意思を育てる環境づくり

回復期リハビリテーションに励む患者

さまは、少なからず「良くなりたい」「治

したい」という意思を持っているわけ

ですから、私たちも同じ気持ちであり

たいと考えます。ですから、私は常々

「笑って仕事をしよう」とスタッフに声

をかけています。働いているスタッフ

が生き生きと動いていれば、それもま

た患者さまに伝わるでしょう。そして、

前向きな気持ちがあふれる環境でリハ

ビリに励めば、元の生活に戻ろうとい

う思いも大きくなるはずです。

これからも、「この病院に来てよかった」

と多くの患者さまに思っていただける

ような医療を提供すべく、誠心誠意、

日々の業務に励んでいきたいですね。

一般社団法人 巨樹の会　松戸リハビリテーション病院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
不
足
が
叫
ば
れ

る
松
戸
市
。『
松
戸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
』は
、
そ
ん
な
地
域
の
受
け
皿
と
し
て
1
2
0
床

で
開
院
し
ま
し
た
。
そ
の
後
2
0
1
9
年
4
月
よ

り
60
床
増
床
し
、
1
8
0
床
に
な
り
ま
し
た
。
当

院
は
、
自
ら
を「
急
性
期
か
ら
在
宅
医
療
へ
と
続
く

治
療
の
通
過
点
」と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ

リ
を
終
え
た
患
者
さ
ま
の
多
く
は
、
ご
自
宅
か
ら
の

通
院
や
訪
問
診
療
に
移
行
し
ま
す
。
そ
の
際
、
当
院

が
地
域
の
医
療
機
関
と
患
者
さ
ま
の
橋
渡
し
を
行
う

こ
と
で
、
効
率
的
か
つ
安
定
し
た
診
療
を
実
現
し
、

地
域
全
体
の
医
療
の
発
展
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
患
者
さ
ま
の
社
会
復
帰
に
は
ご
家
族
の

協
力
は
不
可
欠
。
優
秀
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
人
材
確
保
に
尽
力
。
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
含
め
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ま
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、
ご
自
宅
へ
の

復
帰
は
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。
ご
本
人
や
ご
家
族

に
と
っ
て
一
番
良
い
選
択
を
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
中
心
と
な
り
入
所
施
設
の

ご
提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
医
師
は
常
勤
・
非
常
勤
合
わ
せ
て
7
名
。

リ
ハ
ビ
リ
指
導
を
含
め
た
総
合
的
な
診
療
が
可
能

で
、
脳
血
管
障
害
や
骨
折
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
神

経
疾
患
、
循
環
器
疾
患
な
ど
に
よ
る
運
動
・
言
語
・

嚥
下
・
高
次
脳
機
能
を
は
じ
め
と
し
た
障
害
に
対
し

て
も
、
医
師
と
全
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
体
制
で
幅
広
く

対
応
し
て
い
ま
す
。

急
性
期
治
療
と
生
活
復
帰
の

連
携
を
深
め
た
医
療
の
架
け
橋

脳神経外科を専門とし、大分医科大学付属病院
やさいたま赤十字病院など勤務。国立国際医療
研究センター国府台病院統括診療部門長などの
経験を持つスペシャリスト。

埼
玉
県

千
葉
県

Dr’s COMMENT

Dr’s COMMENT
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DATA
［住所］〒 329-0611 栃木県河内郡上三川町上三川 2360　［電話］0285-56-7111　［設立］2009 年 10 月
［病床数］38 床（一般）、171 床（回復期）　［駐車場］有（120 台）　［スタッフ数］約 500 名

［上］脊髄損傷者用の浴室とトイレの設備有り
［下］訓練所をリニューアルオープン

大上 仁志 院長

めざすのは患者さまとの「風通しの良い関係」
コミュニケーションを第一に、会話から希望をくみ取る

患者さまの喜びを第一に、自分ができる

限りの医療を提供することを常に心がけ

ています。病気になった患者さまが医師

に求めるものは千差万別で、とにかく痛

みをとりたい方、医師からの「大丈夫」

という言葉が欲しい方などさまざま。そ

の希望にできる限り応えるためには、コ

ミュニケーションが重要だと考えます。

高度な技術を持っていても、患者さまの

満足が得られなければ、ただの回り道に

なってしまいますからね。「言ってくれ

ないとわからない」というのが人の常で

はありますが、不安や悩みを受け止めら

れる存在となるべく、患者さまが自ら情

報発信をしてくれるような関係性を築い

ていきたいです。

一般社団法人 巨樹の会　新上三川病院

急
性
期
と
回
復
期
の
融
合
に
よ
り

ス
ム
ー
ズ
か
つ
的
確
な
支
援
を
実
現

1983 年自治医科大学卒業。山口県立病院、大
島中部病院、自治医科大学整 形外 科での勤務
や 講 師 経 験 を 経て、2005 年 院 長に 着 任。山
口県柳井市出身。

栃
木
県

Dr’s COMMENT

DATA
［住所］〒埼玉県久喜市上早見 418-1　［電話］0480-26-0033　［設立］2016 年 4 月
［病床数］一般・回復期 391 床　［駐車場］有（530 台）　［スタッフ数］約 1,200 名

［上］閉塞感のない、吹き抜けのエントランス
［下］病棟内ラウンジにある大きな窓から眺めを楽しめます

志田 晴彦 院長

地域医療の中核として、
チーム一丸となって新たなステージヘ

当院は外傷、心臓疾患、脳卒中、消化

管出血、がん治療などをはじめとして

各疾患に幅広く対応し、またグループ

の基本方針であるリハビリテーション

に力を入れ、急性期病棟、回復期病棟

ともに患者さんの早期退院と社会復帰

をめざしています。新病棟の建設が進

み、2021 年4 月には391 床の総合病院

として新たなステージを迎えます。医

師・看護師・医療技術部などすべての部

署で指導スタッフが新人、若手の教育

に力を注ぎ、職員一人ひとりが自分の

仕事に誇りを持って笑顔で元気よく動

き回る病院をめざしています。これか

らも周辺の病院、クリニックと共に、

地域医療チームの一員として住民の皆

さまから信頼される病院となるよう切

磋琢磨していきます。

社会医療法人社団 埼玉巨樹の会　新久喜総合病院

平
成
28
年
4
月
に
当
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た

『
新
久
喜
総
合
病
院
』。
関
東
で
主
に
回
復

期
の
病
院
を
運
営
し
て
き
た
当
会
の
中
で
、
当
院

は
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
病
院
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
急
性
期
医
療
の
中
で
も
、
救
急
医
療

と
が
ん
医
療
に
重
点
を
置
き
、
埼
玉
県
が
ん
診
療

指
定
病
院
に
も
認
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
中
で

放
射
線
治
療
装
置
を
持
つ
の
は
当
院
だ
け
で
す
。

高
度
な
放
射
線
治
療
を
必
要
と
す
る
、
多
く
の
患

者
さ
ま
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

今
で
こ
そ
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
た
グ

ル
ー
プ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ

の
母
体
で
あ
る
池
友
会
は
急
性
期
医
療
に
注
力
し

実
績
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
グ
ル
ー
プ
の

原
点
は
、「
患
者
さ
ま
を
断
ら
な
い
病
院
を
め
ざ
す

こ
と
」。
そ
の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
思
い
の
こ
も
っ

た
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
当
院
は
、
そ
ん
な

グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
関
東
地
区
の
急
性
期
病
院
の

拠
点
と
な
る
べ
く
開
院
し
た
の
で
す
。

　

当
院
は
、
平
成
28
年
3
月
ま
で
は
別
の
組
織
に

運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
、
救
急
車

の
受
け
入
れ
数
は
年
に
約
3
0
0
0
台
と
、
か
な

り
多
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
断
ら
な
い
病
院

を
め
ざ
し
た
当
院
の
新
し
い
体
制
で
は
、
救
急
車

の
受
け
入
れ
数
の
ペ
ー
ス
は
、
過
去
の
倍
近
く
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
飛
躍

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

患
者
を
断
ら
な
い
病
院
と
し
て

グ
ル
ー
プ
で
の
連
携
が
強
み

1977 年東京大学医学部卒業。以来一貫して外
科、消化 器 外 科、がん治療 の臨 床に携わって
きた。2018 年から新久喜総合病院、東京品川
病院 外 科に所属し、2020 年 10 月より院 長と
なる。

Dr’s COMMENT

埼
玉
県

整
形
外
科
の
急
性
期
医
療
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾

患
に
対
応
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

を
提
供
す
る『
新
上
三
川
病
院
』。

　

病
床
数
2
0
9
床
の
う
ち
38
床
か
ら
な
る
整
形

外
科
病
棟
で
は
、
平
成
28
年
に
関
節
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
膝
関
節
や
股
関
節
は
も
と
よ
り
さ
ま
ざ

ま
な
関
節
疾
患
に
対
し
て
総
合
的
な
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
術
前
か
ら
退
院
に
至
る
ま

で
一
貫
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
込
み
、

在
宅
生
活
に
向
け
た
治
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

1
7
1
床
あ
る
回
復
期
病
棟
に
お
い
て
は
、
質

の
良
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
着
実

に
日
常
生
活
動
作
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
、
高
い

在
宅
復
帰
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
退
院
後
も
、
必

要
に
応
じ
て
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
外
来

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
き

る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
患
者
さ
ま
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
に
は
開
放
的
な
屋
外
訓
練
場
や
、

筑
波
山
を
一
望
で
き
る
最
上
階
の
大
浴
場
な
ど
、

充
実
し
た
設
備
を
完
備
。
加
え
て
、
日
頃
よ
り
職

員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
重
き
を
置
き
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
高
い
チ
ー
ム
力
で
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
安
心
し
て
ご
入
院
い
た
だ
け

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
寝

た
き
り
ゼ
ロ
」の
目
標
を
掲
げ
、
更
な
る
成
長
を
目

指
す
と
と
も
に
、
地
域
医
療
の
担
い
手
と
し
て
今

後
も
社
会
的
需
要
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

65 64

カマチグループ_巨樹の会_後編.indd   64-65カマチグループ_巨樹の会_後編.indd   64-65 2022/07/14   14:59:102022/07/14   14:59:10



DATA
［住所］〒 321-0982 栃木県宇都宮市御幸ケ原町 43-2　［電話］028-662-6789
［設立］2011 年 8 月　［病床数］96 床　［駐車場］有（42 台）　［スタッフ数］約 200 名

［上］充実した設備のリハビリテーション室
［下］日々の入浴も、退院後の生活を考えた訓練の一環です

三澤 吉雄 院長

多くの患者さんに
回復期リハビリテーションを提供したい！！

回復期リハビリテーション病院の患者さ

んは骨折や脳梗塞などで療養後に活動性

が低下し、自宅などで外出を控えて過ご

される方が多いですが、病状に適したリ

ハビリテーションを行う事により、元気

だった頃の活動性を獲得することができ

ます。回復期リハビリテーション病院は

このような患者さんを治療の対象とした

専門病院です。入院治療は、整形外科疾

患や脳神経疾患、心臓といった大きな手

術後などの活動性低下（廃用症候群）に

限られてはいます。私が当院の院長に

なってから近隣の先生方よりまだまだ

回復期リハビリテーション病院で治療を

受けていない患者さんが多いと伺いまし

た。今後もより多くの方々に回復期リハ

ビリテーションを受けていただける病院

にしたいと思います。

一般社団法人 巨樹の会　宇都宮リハビリテーション病院

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
か
っ

た
当
地
域
に
お
い
て
、
平
成
23
年
8
月
に

開
院
し
た『
宇
都
宮
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
』。

す
べ
て
の
患
者
さ
ま
が
急
性
期
病
院
か
ら
の
転
院

者
で
、
病
気
や
重
症
度
問
わ
ず
幅
広
く
適
応
疾
患

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
を
要
因
と
す
る
言
語
障
害
な
ど
に
対
応

す
べ
く
、
多
数
の
言
語
聴
覚
士
が
在
籍
す
る
当
院
。

高
齢
の
患
者
さ
ま
は
誤
嚥
性
肺
炎
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
嚥
下
の
リ
ハ
ビ
リ
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
食
事
は
脳
へ
の
刺
激
も
大
き

く
、
認
知
レ
ベ
ル
で
も
良
い
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
か
ら
の
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
を
考
慮
し
、
認
知
症
の
専
門
外
来
を
開
設
。

退
院
後
外
来
で
の
受
診
も
可
能
で
、
多
く
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
に
大
切
な
こ
と
は
、
何
よ
り
も
ご
本

人
の
や
る
気
で
あ
る
と
考
え
る
当
院
。
リ
ハ
ビ
リ

は
、
取
り
組
ん
だ
分
だ
け
成
果
に
つ
な
が
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た「
家
で
や
り
た
い
こ
と
が
あ

る
」「
趣
味
に
も
う
一
度
励
み
た
い
」な
ど
、
目
標
を

強
く
持
た
れ
て
い
る
方
は
回
復
が
早
ま
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
患
者
さ
ま
の
個
性
や
希
望
に
応

じ
た
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
時
作
成
。
そ
の

他
、
季
節
の
食
事
や
、
お
誕
生
日
の
デ
ザ
ー
ト
を

用
意
し
て
食
事
面
で
も
前
向
き
な
気
持
ち
を
後
押

し
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

回
復
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
構
築

自治医科大学一期生として長野県で地域医療に
貢献。自治医科大学胸部外科助教、講師、准教
授を経て心臓血管外科教授。自治医科大学附属
病院循環器センター長を経て、2018 年 4 月よ
り現職。

Dr’s COMMENT

栃
木
県

栃
木
県

DATA

［住所］〒 320-0812  栃木県宇都宮市東今泉 2-5-31　［電話］028-666-4880
［ホームページ］https://shin-utsunomiya.jp/ ［設立］2022 年 9 月　［病床数］240 床　
［駐車場］有　［スタッフ数］426 名（予定）

佐藤 道哉 院長

充実したリハビリテーション医療の提供で 
目標のその先をめざす

『リハビリテーション医療』により、在宅

復帰が困難と思われた患者さまでもベッ

ド上から車いす、杖歩行、独歩へと改善

する姿を見てきました。その経験は急性

期を中心に勤務してきた私としては驚き

の連続でした。『新宇都宮リハビリテー

ション病院』でも、各先生方の得意分野

を生かしつつ、適切な全身管理のもと、

求められているリハビリテーション医療

を実現し、目標以上の改善をめざします。

機能障害をお持ちの方は家族の心配、職

場復帰の可否、施設入所への抵抗や不安

など疾患以外にもさまざまな問題を抱え

ることになりますが、しっかりと目を向け、

海上自衛官であった私にとって大先輩で

ある元海軍軍医総監の高木兼寛先生が示

した『病気を診ずして病人を診よ』の精

神で皆さまの期待に応えていきます。

一般社団法人 巨樹の会　新宇都宮リハビリテーション病院

令
和
2
年
10
月
に
在
宅
復
帰
を
目
標
と
し
た
医

療
療
養
型
病
棟
と
し
て
開
院
し
た
第
２
宇
都

宮
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
、
令
和
３
年
５
月

か
ら
多
く
の
医
療
関
係
者
、
患
者
さ
ま
の
ご
理
解
ご

協
力
を
得
て
、
医
療
療
養
型
病
棟
を
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
転
換
し
、
幅
広
い
要
望
に
お

応
え
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

令
和
４
年
９
月
に
は
、
宇
都
宮
駅
東
口
の
鬼
怒
通
り

（
東
今
泉
）に
建
設
中
の
新
病
院
に
移
転
し
、
第
２

宇
都
宮
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
か
ら『
新
宇
都

宮
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
』へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
新
病
院
で
は
常
勤
医
師（
９
名
）、
常
勤

歯
科
医
師（
１
名
）、
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

言
語
聴
覚
士（
１
９
４
名
）、
看
護
師（
１
０
０
名
）

を
は
じ
め
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
社
会
福
祉

士
等
を
含
め
た
総
勢
４
２
６
名
に
よ
る「
多
職
種
連

携
」を
合
言
葉
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
障
害
に
対
応

で
き
る
体
制
を
め
ざ
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
３
６
５
日
」休
む
こ
と
な
く
専
門
的
な「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
」を
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

急
性
期
病
院
で
治
療
さ
れ
た
原
因
疾
患
に
対
す
る
治

療
の
継
続
と
改
善
に
も
注
力
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
栃
木
県
最
大
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
と
し
て
、
宇
都
宮
市
内
の
み
な
ら
ず
、

栃
木
県
、
北
関
東
の
皆
さ
ま
に
、
質
の
高
い
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

『
新
宇
都
宮
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
』

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

1987 年防衛医科大学校卒業。海上自衛隊入隊。
自衛隊大湊 病院病院長、自衛隊中央 病院副院
長などを経て、2021 年 8 月より第 2 宇都宮リハ
ビリテーション病院院長。

Dr’s COMMENT

2022 年 9 月に移転・新築開院！

［上］嚥下内視鏡検査による摂食嚥下機能評価
［下］屋外歩行訓練や外出訓練
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グループ病院紹介グループ病院紹介

鈴木 昭一郎院長

DATA
住 所 埼玉県所沢市

山口5095番地
TEL 04-2928-9110

設 立 2009年5月

病床数 50床

一般社団法人 巨樹の会　所沢明生病院

地域の中核的な二次救急指定病院として
多くの命を救う
整形外科、血管外科、循環器外科をはじめ、多くの手術実績を誇る『所沢明
生病院』。急性期に質の高い医療を提供し、患者さまの生命を守ることを何
よりの使命としています。当院には、院長の鈴木昭一郎先生をはじめ、医療
に対し深い研鑽を積んできた多くの医師が在籍。整形外科では骨粗しょう症
性圧迫骨折に対するバルーン椎体形成術（BKP）など、新鋭の術式にも対応。
多数のメディアにも取り上げられ、目の前の命だけでなく、医療全体にも大
きく貢献しています。専門的な医療提供のみならず、温かな、心を通わせる
医療・看護をスタッフ一同が意識しており、質の高さと思いやりが共生する
病院をめざしています。

益田 宗孝院長

DATA
住 所 福岡県福岡市

東区和白丘2丁目2-75
TEL 092-608-0001（代）

設 立 1987年7月

病床数 369床

社会医療法人財団 池友会　福岡和白病院

地域の急性期病院として質の高い医療の提供
回復期病棟も併設
開院以来、「患者さまと共に生きる」チーム医療をモットーとして、患者さま
の命と真摯に向かい合い続けてきた『福岡和白病院』。心臓血管外科、循環
器外科学の専門家として、多くの患者さまを救ってきた富永隆治先生が平成
27年院長に就任したことで、さらに盤石な医療を提供できる病院に成長し
てきました。急性期病院でありながら、病院内に回復期リハビリテーション
病棟施設を備え、幅広いケア・サポートを実現しています。「心臓・脳・血管」
の分野に関する専門施設も開設し、より質の高い医療を多くの患者さまに還
元できるよう努めています。大学病院に準ずる施設である「DPC病院Ⅱ群」
にも選出されています。

甲斐 秀信院長

DATA
住 所 福岡県北九州市

門司区大里新町2-5
TEL 093-391-1001

設 立 1981年9月

病床数 214床

社会医療法人財団 池友会　新小文字病院

地域に欠かせない救急病院として高度医療を提供
「患者さま中心の医療」に専念
当院は救急医療に力を注ぎ、医療の原点である「患者さま中心の医療」に専
念してきました。平成20年1月に現在の地に新築移転、『新小文字病院』と改
名し、医師臨床研修指定病院、DPC対象病院、福岡県災害拠点病院、日本病
院医療機能評価機構認定病院など各関係省庁・団体より認可病院の指定を受
けています。高度医療装置を備え、緊急手術にも24時間365日、いつでも
迅速に対応できることが当院の特徴です。「地域のすべての人々から『健康の
ことは新小文字病院が守ってくれる、だから安心して暮らせる』と言ってい
ただけるような良い病院を創る」という思いで、職員一丸、地域に欠かせな
い存在としてさらに質の高い医療を提供できるよう尽力します。

澁谷 哲男院長

DATA
住 所 埼玉県狭山市

富士見2丁目19-35
TEL 04-2959-7111

設 立 2019年6月

病床数 111床

一般社団法人 巨樹の会　狭山中央病院

365日体制でリハビリを提供している
地域密着の急性期病院
外科、内科、整形外科を中心に24時間365日断らない医療を掲げている『狭山中
央病院』。急性期医療から慢性期医療まで幅広く対応し、地域から必要とされる
病院をめざしております。また、MRI機器の導入により、院内にて多くの検査が行
えるようにとなりました。その検査結果と充実したリハビリテーションスタッフの
配置で、術後早期から365日体制でリハビリの提供が可能です。患者さまの早期
離床、スムーズな社会復帰への援助を実施しています。それに加え、退院後の生
活を見据え、多職種でチームを形成し積極的に関わり、退院後の生活上の不安を
少しでも軽減できるように取り組んでいます。

藤田 博正院長

DATA
住 所 佐賀県武雄市武雄町

大字富岡12628番地
TEL 0954-23-3111

設 立 2010年2月

病床数 195床

一般社団法人 巨樹の会　新武雄病院

住み慣れた地域で自分らしく生活できるよう
患者さま本位でサポート
平成22年に武雄市民病院からの民間譲渡を受け救急病院として診療してき
た『新武雄病院』。公的医療からの大規模な民間移譲は異例のことであり、全
国的に注目を浴びました。藤田博正院長を中心に、地域医療における新しい
モデルケースとなるべく努めてまいりました。平成23年にはヘリポートを備
えた新病院を建設し、さらに平成29年に大町町立病院の譲渡を受け、佐賀
県南部地区に52床の回復期リハビリテーション病棟を開設しました。当院
は、譲渡を受けた病床を生かし、回復期リハビリテーション医療の分野でも
更に地域へ貢献できるよう全力で取り組んでまいります。

林 研二院長

DATA
住 所 山口県下関市

今浦町9番6号
TEL 083-232-5811

設 立 1974年4月

病床数 165床

一般社団法人 巨樹の会　下関リハビリテーション病院

地域に寄り添い、地域と共に

当院はカマチグループ発祥の地で開院して今年で46年目になります。2019
年4月に回復期リハビリテーション専門病院ではグループ病院では初めて、
全国的にも数少ない病院機機能評価の認定受けております。脳卒中・大腿骨
頚部骨折等はもちろん心臓・脊損リハビリテーションを積極的に行っており
ます。入院中はもちろん退院後の在宅でのフォローもしっかりと行っており
ます。2016年度からより質の高いリハビリを提供している回復期リハビリ
テーション病棟を評価する方法として「実績指数」が用いられることになり
ましたが当院では平均で50以上、全国平均より高い数字を残しております。
当院では早期入院受け入れ、早期の在宅復帰を目標にしております。
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正久 康彦院長

DATA
住 所 福岡県行橋市道場寺1411

TEL 0930-24-8899

設 立 1997年7月

病床数 246床

社会医療法人財団 池友会　新行橋病院

充実の設備を有し
基幹病院として救急・高度医療を提供
平成9年12月に開院した『新行橋病院』。地域の中核を担う急性期病院とし
て、常に進化をし続け、平成22年には地域医療支援病院、災害拠点病院と
して認定を受けました。翌平成23年には屋上にヘリポートを新設し、近隣・
遠方問わず多くの患者さまの命を救うための設備が充実しています。正久康
彦院長は、長年のキャリアを持つ救命医でもあります。正久院長自ら救急・
多発外傷など重症例の治療にもあたり、多くの命を救う場として機能。新鋭
のマルチスライスCTやMRI、血管撮影装置、核医学診断装置といった充実
の設備を携えながら、根本にある患者さまへの温かな想いを医療として提供
しています。

藤井 茂院長

DATA
住 所 福岡県遠賀郡水巻町

立屋敷1-2-1
TEL 093-203-2220

設 立 2003年6月

病床数 227床

社会医療法人財団 池友会　福岡新水巻病院

新生児内科など基幹病院ならではの
視点で人々を支える
遠賀・芦屋・中間地区の急性期疾患に対応できる病院として高度医療機器を
備え、２次・３次の救急や重症疾患に対応すべく、最先端の医療をめざして
いる『福岡新水巻病院』。今では地域の中核病院として北九州圏内でもトップ
クラスの救急件数を誇っています。また、周産期センターを併設しており、
ハイリスク分娩や、新生児の救急医療にも対応。藤井茂院長を中心として、
抜群のチームワークにより各科の連携もスムーズで的確な医療を提供して
おります。当院では治療のみならず、人間ドックや各種健康診断にも注力。
予防の観点からも地域医療に貢献しています。

松尾 義孝院長
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病床数 120床

社会医療法人財団 池友会

香椎丘リハビリテーション病院

ソフト・ハード面ともに充実した
温かなサポート体制
脳血管疾患と骨折などの整形外科疾患を中心に、多くの患者さまの回復期リ
ハビリを担う『香椎丘リハビリテーション病院』。90人以上のリハビリスタッ
フが在籍し、多様・充実のケアを提供しています。松尾義孝院長がめざし掲
げるのは、「寝たきりゼロ・在宅復帰」。当院は単なるリハビリを行う施設とい
う立ち位置ではありません。入院中の患者さまがより快適に過ごし、リハビ
リに励めるよう、看護部を中心とする全スタッフによるケア、地域医療連携
室からのサポートなどソフト面も充実しています。退院し自宅に戻られた患
者さまに対しても、訪問診療が可能。患者さま・ご家族への万全なサポート
体制が何よりの自慢です。

カマチグループ新築開院（予定）

埼玉県所沢市美原町
最寄駅：新所沢駅
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